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は じめに

詩篇は
､ 典礼や神学研究の 便宜 を は かり､ 修道院付属学校

の 教科書や俗人 の精読用に､ 通常1 巻の 写本にま とめ られた
｡

その 中で装飾が美術史的な価値を持つ 典礼用の 詩篇写本は
,

詩篇本文とカ / ン テ イ クム ( 信仰の核 となるl日約 ･ 新約その 他

の祈願文) に
､ 巻頭の典礼用カレ ン ダ ー と巻末甲連棒(Lit a n y)

な どを伴 っ て い る
l

｡

詩篇挿絵は ､ 本文と分離した書物全体の 装飾と､ 標題や章

句 に照応したテ ク ス チ ュ ア ル なタイ プに 2 分され る｡ 前者は

写本冒頭の扉絵 ( ダヴ イ デ
､

ヒ モロ ニ ム ス な どの著者像や 旧

約 ･ 新約サイ
ー
クル) で

､ 最も 一 般 的で あ る｡ 後者は さら に章

句や標題に基 づく 旧約や新約の説話表現と, 章句の ニ ュ
ー ト

ラル な絵画化に 2 分する｡ 前者は ある程度定式化して い るが
､

註解などで 説明 の付かな い 事例も見られる
｡ 後者は

､ 比愉的

な言い 回しの 視覚化な ど
､ 章句を反映 させ た表現 も少なく な

い
｡

本稿で は 9 - 1 2 世紀西欧 の テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵のイ

メ
ー ジ生 成に注目L ,

_
, 全17 点 の 詩篇挿絵の 全容を

一

覧表に整

理 して得た知見を呈 示する. その * Jb は
,

9 世紀初頭の
『

ユ

ト レ ヒ ト詩篇』 ( ユ ト レ ヒ ト､ 大 学 図 書館､ C od . M s .

R h e n o t r a c t i n a e
,

1 N r . 3 2
, 以 下U) と 『シ ュ ト ウ ツ トガ ル

ト詩篇』 ( シ ュ ト ウ ツ トガ ル ト, ヴ ェ ル テ ン ベ ル グ州 立図書

館､
Bi b l . f o i

′
. 2 3

, 以下S) の ｢リ テ ラル｣ すなわ ち テ ク

ス トを密接 に反映 した挿絵で あ る
｡

まず西欧 の テク ス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の レイ ア ウト形 式は
､

①見 出し挿絵､ ②欄内挿絵､ ③余 白挿絵, ④物語イ ニ シ ャ ル

の 4 タイ プに 分類 で き る
2

. (むは各篇の 冒頭に複 数 の 章句が

- 10 3 -

反映きれ た 1 点 の挿絵 を伴い
､ U が代表例 で ある｡ ② は段落

冒頭に呼応する挿絵を配 し､
1 つ の詩篇に複数の挿絵 が措か

れる｡
S が代表例で ある

｡ ③は 対応する章句の 余白に 対応す

る モ ティ ー フ を措き
､

1 つ の 詩篇に複数の 挿絵が施され る｡

ビザ ン テ ィ ン で は大 半が こ れ に当て は ま るが､ 西欧 で はさ は

ど多く は ない
｡ ま た絵画化され る章句自体が わずかで

､ グロ

ス の 目覚しい 発展とは対照 的で ある｡

『バ リ ー 詩篇』 ( ヴ ァ テ イ

カ ン 図書館､
洗e g . L at . 1 2

, 以下VR e g 1 2) が代表例で ある
｡

④ は各篇のイ ニ シ ャ ル に挿絵が組み込ま れ､ 西欧 の 詩篇挿絵

の 大部分を占め て い る｡

『セ ン ト ･ オ ー ル バ ン ス 詩篇』 ( ヒ ル

デ ス ハ イ ム
､ 大聖 堂 宝物室､ 以 下St . A) が代表例で あ る

｡

① と④は 個々 の詩篇を強調する が
､ 全篇が絵画化さ れたも の

と
､

一

部に 限っ て挿絵を伴うも の に分類出来 る｡ ただ し典礼上

重要な詩篇の み を絵画化した ケ ー

ス は ､ 本稿で は 扱わ ない
3

｡

② と③の 形式は挿絵を章句に 密着さ せ る こ とが で きるが ,
こ

の 試み を全篇に
一

貫させ て い る の はS の みで ある
｡

1 2 世紀ま で の西欧 の テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の現存例 を
,

4 つ の タイ プ を軸 に して 表に ま とめ た (表1 ) ｡ 本稿は13 世

紀以降の 事例 を対象 と しな い が , 口の 最後 の コ ピ ー

で ある

『
ラ テ ン 語88 4 6 番詩篇』 ( パ リ,

フ ラ ン ス 国立 図書館､
m s .

1 a t . 8 8 4 6
, 以下BN8 8 4 6

4
は

､ 検討の 対象とす る
.

こ の表は 西欧 の 詩篇挿絵の 中心 的な形 式が見 出し挿絵と物

語イ ニ シ ャ ル で あり､ 全篇 を絵画化したの は
､

1 3 世紀以降､

U の コ ピ ー と
､ 物語イ ニ シ ャ ル で あ っ た こ とを示して い る｡

ま たそれ奉れ の 形 式が独創申に試 みられ た の は
､ 詩篇挿絵の

ピ ー クで ある 9 ん11 世 紀で ある
.

全詩篇に 装飾を施 す試 み は､

1 3 世紀 フ ラ ン ス で 限 られ た 事例早こ認 め ら れ る の み で
5

､ 同時

代 の 『教訓化聖書(B i b l e m o r a r i s e e) 』 が担 っ たイ メ
ー

ジ に



表1 テ クえチ ュ ア ル な詩篇挿絵L , イ ア ウト 一

覧

見 出し挿絵 欄内挿絵 余白挿絵 物語 イニ シ ャル

全 渡 部分 全 昏 部分

L9 _ _ U P s . A S V e r o n a P s . C o r b ie P s .

■

ー

ー

H 6 0 3

E

B N 8 8 4 6

B N 8 8 2 4

1 K S K
,

O d

V R e g .1 2

N 2 5 0 8( O d o

O d .

W d

St . Y o r k P s ー

7 8 A 5 n) I

M a n to v a
,
C .

ⅠⅠⅠ2 0

Al b a n s

P s .

F r e n c h

P s s .

E 2 8 9 5 , G ,

R 2 2
,

L 1 . 6 7
,
P b

,

B u
,
C U

,

B N 1 0 4 3 5

よる メ ッ セ ー ジ は ､ 詩篇装飾の 現場 から は後退 して し) た こ と

が伺わ
.
れる｡

1 9 7 8 年に デ ュ フ レ ン ヌ は U と S
､

そして ビザ ン テ ィ ン の 余

白挿絵入 り詩篇の 対照 表を刊行 し たが
､

西欧 の テ ク ス チ ェ ア

ル な詩篇挿絵に つ い て は ､ 絵画化の額度が 低く ､ 装飾形 式 が

多様な ため ､ 表 に ま とめ る の を見合わ せ て い た
6

｡ 確 かに 各

詩篇を章句ごとに
一

覧表に す る と､ 節と必ず しも対応し ない

物語イ ニ シ ャ ル の 扱い に 問題が 生 じ る
.

そ こ で 詩篇の
一

覧表

を 4 つ の 形式 ごと に作成して検討した｡

一 覧表は ､ 章句 とモ

テ ィ
ー フ

､ そして 両者の 対応関係の モ ー ドを整理 して い る｡

こ れ は西欧中世世界 が詩篇と い う素材からつ く り出したイ メ ー

ジ の 多様性を
､

よ り明瞭に認識す る 手が か りとな る だ ろう
｡

筆者は す で に U の リテ ラ リス ム分析を試みたと きに ､ テク

ス トが絵画化され る額度の み ならず､ 言葉とイ メ
ー ジ を対応

させ て い る モ ー ドの 様相 を分析 した
7

｡ 今回は 絵画化の モ ー

ドを1 - 語句の 絵画化､
2 - 文脈の絵画化､

3 - 連想 を介在

させ た絵画化､
4 - 定型表現に よ る絵画化､

の 4 つ に分類し
､

あわせ て 比倫の 絵画化 ( - 5 ) ､ 擬人像表現 (_
- 6) ､ 旧約 ･

新約主題(A T
,

N T) に も注 目 す る o
こ れ に 基 づ き､ 章句の 絵

画化の 額度とモ ー ドに 注意を払い な がら､ 挿絵の 特性 を形式

ごとに確認して い く
｡

1 見出し挿絵

U と 3 点 の コ ピ ー は
､ 基本的 に全 篇に見 出し挿絵を伴う

｡

U は 紀元100 0 年頃､
イ ン グ ラ ン ドに 渡り､ カ ン タ ベ リ ー

､

.
ク

ライ ス トチヰ - チ修道院 に所 蔵され た｡ そし て11 世紀か ら

120 0 年頃ま で に制作され た 3 点 の コ ピ ー が 現存 して い る
｡

す

なわち1･1 世 紀初頭の 『ハ
ー レ ー

6 0 3 番』 ( ロ ン ドン
､ 大英図書

館､
M s .･ H a r l e y 6 0 3

､ 以下H6 0 3) ､
1 1 6 0 年頃 の 『

エ ドウ ィ ン

詩篇』 ( ケ ン ブリ ッ ジ
､

ト リ ニ テ ィ ･ カ レ ッ ジ
､

m s . R . 1 7
,
1

､

以下Ed) ､ そして1 20 0 年 頃 のBN 8 8 4 6 で ある
8

｡

ロ

,
-

マ 版詩篇のH 60 3 本文 は14 3 篇11 節まで あり､ 挿絵は セ

ピア 色 イ ン ク と多色 イ ン ク で 描か れ て い る
9

｡ テ ク ス ト の 書

体 は1 1 世紀初頭 と推定 されて し) る が
､ 挿絵 の 制作段階 は(1) U

の コ ピ
ー

( f f ･ 1 v 1 2 7 v , 5 0 - 5
.
7 v) ､ (2) U を離 れた挿絵 ( ff ･

5 8
-

7 3 v) , ( 3)1 1 世紀後 半 の コ ピ ー ( f f . 2 8
-

2 8 v) ､ (4)1 2 世紀

の コ ピ ー ( f f . 2 9 - 3 5)
､

に 分か れ､
f . 3 5 v か ら4 9 v まで は挿絵

- 10 4 -

用 ス づ
- ス を残す

1 0

. E d の テ クス トは ガ リカ ン 版､
ロ ー

マ 版､

へ ブ ル 版が対 照さ れた トリ プ レ ッ ク ス 詩篇本で ､ 欄間とガリ

カ ン版の 行間 に は ラ テ ン 語グロ ス
､

ロ ー

マ 版 の行 間に は 古英

語訳 ､
へ プル版の 行間に は ア ン グロ ･ ノ ル マ ン語訳 が記 入さ

れて い る｡ 挿絵は 多色線描で ､ U の 全 挿絵を写 して い る
"

0

B N 8 8 4 6 の テ ク ス ト ･ レ イ ア ウ トはEd を継承 して い る が
､ 挿

絵は金 地濃彩で 冒頭部に 旧約 ･ 新約サイ ク ル 扉絵が加 わ っ て

い る
12

｡ テ ク ス トと前半部 の 挿絵は1 20 0 年頃 に 完成し たが
､

挿絵ス ペ ー ス を残したまま カ タ ロ ニ ア に 渡り
､
1 4 世紀に 挿絵

が加 えられ た｡

U と コ ピ ー の 関係を図示す ると､ 冒頭か ら49 篇ま で は 4 点

とも殆 ど同
一

内容で
､

5 3 篇か ら67 篇までB 60 3 の1 2 世 紀の 部

分､ 5 3 詰から9 8 篇までB N8 8 4 6 の14 世紀の 部分､
1 0 1 篇から1 11

篇ま でH 60 3 は 再び原本 に戻 り､ 1 1 2 篇か ら14 3 篇ま で が原本

を離れた部分で ある｡
E d はU を継承 して い る ( 表2 ) ｡ すで

に個々 の ヰ ノ グラ フ で
､

U を離れ た部分 に注意 が払わ れて い

る が､ 記述や様式 の レ ベ ル に と どま っ たも の が殆どで あ る
13

｡

本稿で は､
コ ピ ー が原本を離れ る際に用 い た絵画化の モ ー ド

に注 目す る｡

表2 見出し挿絵 (全篇) 対照表
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(1) Ed 冒頭部の挿入 場面

Ed は
一

貫 して U を コ ピ ー して い る が
､

3 篇､
5 篇､

6 篇 ､

7 篇に の み ､ 詩篇標題に基 づく 旧約 ･ 新約場面が 挿入さ れて

い る
14

｡
u で は 詩篇標題に基 づ く モ テ ィ

ー フ は 1 篇の 善悪 を

語る 2 人物 ( f . 1 v) と5 0 篇の ダヴ イ デ を非難す る ナ タ ン (f .

2 9 r) の 2 点 の み で あ っ た｡
E d の 3 篇 ｢

ア ブサ ロ ム の 死｣ (8 r
､

図 1 ) は
､ 画面右端 に 挿入 され ､ S や ビザ ン テ ィ ン 余白挿絵

詩篇の
｢
ア ブサ ロ ム か ら逃走す るダ ヴイ デ｣ は どテ ク ス ト本

文 に 密着 し て い な い ｡ しか しBN8 8 4 6( f . 8 r) に 踏襲さ れて い

る｡
5 篇か ら7 篇ま で

､ 画面 を2 層構成 に 変更 して
､

オ ー タ



テク ス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の イ メ.
-

ジ変換を め ぐる
一 考察

ン の レ ミ ギウス に よる詩篇標題の 註解と関連す る場面を挿入

して い る｡

5 篇(f . ユo r) に は サ ラ とイ サ ク の い る ア ブラ ハ ム の 家庭と

ハ ガル 母子を去らせ るア ブラ ハ ム が対比されて い る｡
6 篇(f .

l l v) に は袋を持 つ ヨ セ フの 兄 弟と
､ 審判 者キリ ス トが措か

れて い る.
7 篇(f . 1 2 v) には ア ブサ ロ ムの 謀反の企 て をダヴ イ

デ に伝 える フ シ ャ イ (サム エ ル 記下1 7 - 1 8 章) ､ 十字 ニ ン ブ

ス をつ けた父子同型 の 神, そして 天上 の キ リス トの 左右に現

れ る着衣 と裸体の人 々 と地 上で 見守 る兵士達 ( 7 節) が措か

れ てV ゝ る o
こ の場合､ 標題と本文が典拠となる

.

,
8 篇以 降､

こ の試み は放棄され
､

ロ挿絵の 内容に 忠実に な る｡

E d は
,

ガ リカ ン ､
ヘ ブライ ､

ロ ー

マ 版 テ クス トを対照し､

標題とプ ロ ロ ゴ ス
､

コ レ クト, グロ ス を備えた多面的参照 に

対応する百科全書的詩篇写本で ある｡
その 挿絵が U を原本に

選 んだ理 由は
､ 個々 の詩篇に 視覚的 レ フ ァ レ ン ス を付与 す る

ため で あ っ た と推測す る こ とがで きる｡ 単葉で現 存す る 旧約

及び新約サイ ク ル ( ロ ン ドン
､ 大英図書館M S . A d d . 3 7 4 7

1
2

､

ヴ ィ ク トリア
･

ア ン ド/ ア ル バ ー ト美術館､
M s . 6 6 1

､
ニ ュ

ー

, ヨ ー ク ,
ピ ア ボ ン ト ･ モ ル ガ ン 図書館､

M S M o r g a n 5 2 1
,

,
M o r g a n 7 2 4) ･ がE d の 冒頭 に あ っ た とす る へ

-

.
X ロ ツ プの 仮

説
15

も
､

Eq が テ ク ス ト と視覚双方 の 参照 を強化する意図 の も

とに編集され て い る こ とを裏づ けるだろ う
-

. そして す ぐに 放

棄されて しま っ た註解に基づ く モ テ ィ ー フ の追加も
､ 視覚的

参照 の 幅を拡大 す る 試みで あ っ た こ と が 伺われ る｡ こ 0) 帖

(q u i r e) に の み複数の 画家が関与 して い たと い う制作状況 は､

写 本画家の 移動 によ る と推測 さ れて い る
16

｡
7 篇まで の変更

を加 えた主要画家が 8 篇以降原本に 忠実に な っ た要因8事､ 装

飾の 編集が画家以外の手に 委ねられて い たととに ある と考え

られる
｡

(2). H603 中間部と後半部

Ⅲ6 03 に は U の コ ピ
ー

作業の 中断 と
､ 原本か らの 禾離が 見

られる
｡

コ ピ
ー

の 過程で 生 じた改変は､ 早く から注 目されて

い た
1 7

｡ 3 8 篇(2 2 v) の 蜘妹 (1 2 節) は ,
U (f . 2 2 v) の裾色し た

モ テ ィ
ー フ を明 ら か に し､

S(f . 5 0 v) と共 通 す る
｡

5 3 篇か ら

6 7 篇で は細部の 省略 が散見し
､ 原本 を逐 一 写す意志は 薄れ た

が
､ 章句とモ テ ィ

ー

フ の 呼応モ
ー ドは 同 一

で あ る｡

1 1 2 篇から14 3 篇は ､ 絵画化する章句とモ テ ィ
ー フ が U と大

い に異な っ て い る｡
こ の 部分に つ い て の 図像学的分析は

､
ダ

フ ェ イ の 博士論文 (19 7 7 年) と119 篇 に関する ハ ス ラ
ー

の 研

究 (1 98 1) ,
そして 筆者の論考 (198 6 年) 以後､ オ ー プン シ ョ

ウが ア ン グロ ･ サ クソ ン 詩篇挿絵 に お ける善悪の 戦闘表現を

分析して い る
l

.
8

.
, 本稿で は 作成した対 照表からH60 3 後半部の

絵画化モ ｣ ドの 傾向を探 り､
U と は別のイ メ

ー ジ生成の 試み

を理解した い
｡

ま ずH6 0 3 後半部の 絵画化の モ ー ドを､ U ( 及 びEd) と節

ごとに対比ざせた (表3 ) 0

U で 選択さ れてH 60 3 で 絵画化され なか っ た章句が90 件､

逆 にH 60 3 で 絵画化 され､ U で は選 択され なか っ た章句が43

件あ る｡
つ まりⅢ603 の 絵画化の 頻度は 低く な るも の の

､ 原

本 とは異 な っ た テ クス ト選択が認め られ る ｡ 1 - 語句の 絵画

化 は U と重複し ない 事例 が最も 多い
｡

~
2 - 文脈と3 - 連 想 は

U と共通 す る例 が多 い が
､

4 - 定 型表現 ､
6 - 擬人像と新約

は分 散 して( ゝ る ｡ ま た魂の 表現 はⅢ603 特有で
､

U で は ｢ わ

が 魂｣ な どの 言 い 回し は詩篇作者や義人 な どの モ テ ィ
ー フ に

- 10 5 -

表3 H 6 0 3 後 半部の 絵画イヒモ
ー ド対照奉

m o d e U 1 ■ロ2 -ワ3 U 4 U 5 U 6 tJ A T U

N T

U O t o t a l

ロ 10 3 2 El 0 1 L O 0 2 0 3 9

2 ･.し6 3 3 4 1 1 ■】 1 1 EE] 6 0

3 ･8 - 4 1 4 3 0 1 i 1 ∩ 3 3

4 6 5 5 6 0 0 . _0 0 6 2 8

El 0- 0 0 0 7 . 0 ノ 0 0 0
.
7
_

6 , 0 0 0
.
■ 0 2 0 0 0 0 2

. 魂 E] ◆1 2 ∩ 0 ロ 0 0 El 9

▲

_ 2 0 0 0 ■ 0 0 5 2 1 10

N T 0 1 . 1 1 0 0 0 0 0 3

‥

0 4 1 2 3 . 1 2 1 0 . 3 1 0 0 0 9 d

t ot a l 7 4 ウo 4 0 2 5 1 3 5 p 7 4
ー

4 3 丑 2 8 1

対応して い る
1 9

｡

章句に 対するⅢ60 3 後半部の ス タ ン ス で 興 味深 い の は
､ ま

ず3 - 連想 であろう｡ た とえ ば1 27 篇1 節 ｢主を畏れる者｣

はU(∫. 7 3 v
､ 図 2) の 聖 堂 で祈 る人 々 が

,
H 6 0 3 で は 修道士 が

貧者の 足 を洗 う儀式に代わ っ て い る(f . 66 v 下, 図 3) ｡ また
た た

1 2 8 篇3 節
｢ わが背の 上 をう ち敵 けり｣ に対 し,

U で は 悪人

が武器 を鍛錬 して い た(∫. 7 4 r) が ､ 義人 の 背中で 熱い 金属片

(鍬 ?) をた たレく鍛冶職人 が措かれ て い る(f . 67 r) .
ダ フ ェ

イが歴史的背景 と関連づ けて 解釈したイ メ
ー ジの 多く は､ 連

想 を介 して 章句と呼応
.
して い る

20

｡
5 - 比愉の 絵画化の139 篇

4 節
｢蛇 の 如く そ 中吉を鋭く せ り｣ に 対 し､

U (f . 7 8 v) で 蛇

を振り回 して 詩篇作者を脅か してV ) た悪人 は
､ 舌が蛇に な っ

た 異形 の 存在 に転化して い る(f . 7 1 v) 0
- こ の よ う

.
8 = H 6 0 3 で は

い ささか不条理 な モ テ ィ
ー

フが ,

,
章句の 絵画化に 活用さ れて

い る｡･

4 - 定型表現は
､ 章句の ニ ュ ア ン ス を捨象して

､ 意味の 固

定した モ テ ィ ー フ に対応させ る
｡ 例 えば1 22 篇4 節

｢
高ぶ る

者の蔑み｣ に対し
､ 原本の 兵士達 に代わ っ て ､ 悪を表象す る

悪魔が詩篇作者を襲 っ て い る(f . 6 5 r) ｡ 記号的なイ メ ー ジ に

よ っ て テ ク ス トの メ ッ セ ー ジ を
一

目瞭然 に す る 姿勢は
､

U で

は むしろ希薄で あっ た
｡ 定型表現 は

,
モ テ ィ ー フ数の減少と

相ま っ て
,

U 挿絵の 複雑な構成 をよ り単純で 個々 の モ テ ィ
ー

フ を認識しやす い 形式 に 転換させ て い る｡

1 1 2 篇以降の 制作動機は 未だ に明 らか で は な い が
､

U 挿絵

が培 っ た テ クス トをイ メ ー ジ に 変換させ る メ カ ニ ズ ム が理解

されて い た こ と は明 らかで あろう.ム
･

3 まり制作時､ 手元 に原

本があ っ たか どうか は ､ さ ほ ど重大 な問題で は な い
｡ 1
.
1 世紀

中期の イ ン グラ ン ドで ､ U の リテ ラ リス ムが積極的 に応用さ

れ た事実が重要で あ る ｡ そ して 後述 する
.
同時代 のV R eg 1 2 や

『パ リ､
ラ テ ン語88 24 番』 ( パ リ

､ 国立 図書館､
m

.
s ･ 1 at ･ 88 2 4 ･

以下BN8 8 2 4) の成立に も大 い に 関与 した と考えられ る｡

(3) BN8846 後半部

B N8 8 4 6 後半部に つ い て
､ 筆者は19 9 7 年に 主題の レ パ ー ト

リ ー と場面配置 に つ い て 論 じた
2l

｡ 本稿 で はU (E d) の 絵画化

モ ∵ ドとの 比較 を中心 に 検討 す る｡ は じ め にBN 8 8 4 6 後半部

とU (E d) との絵画化モ ー ド対照表を呈示 す
-
る ( 表4 ) .

絵画化の モ
ー ドは先 に見 たH6 0 3 と基本的 に は 同 じで あ る｡

ただしBN 8 8 4 6 に は ､ ある種の説 話を形成す る複数場 面 ( 3
･ 三

説話) ､
テ ク ス トと密着しなし

.
' 典礼場面(

.
4

'
- 典礼) ､ 寓意

表現 が 新た に登場す る
一 方 で

, 擬人像と魂の 表現は 姿を消すo

絵画化 モ ー ドの 傾向は
､ 章句の 文脈との つ なが り が緩やか に

なり､ 説話や寓意 な ど､ 特定 の 節に結び つ か な い 表現 も散見



表 4 B N 8 8 4 6 絵画化モ
ー ド対 照表

m o d e U 1 U 2 U 3 ロ4 tJ5 tJ 6 U A T U N U () t o ta l

1 2 0 1 0 2 1 0 0 3 9

2 6
<

13 2~ E ) 2 0 0 0 6 2 9

~豆 3 4 3 1 2 0 0 ■0 1 1 4
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す る
｡ 章句を絵画化する頻度は 低下して おり

､
U で 絵画化さ

れ て い た2 88 点 の 節が､ B N 8 84 6 で は 選択され て い な い o

一 方

U で 選 ばれ なか っ た節の 絵画化は71 点で ある｡ 1 - 語句と3
-

連想 の 絵画化の 減少が著しい
｡

3
-

- 説話は
, 既 存の 主題に 同定で きな い が

､ あ る軽の 物

語性 を明確に 持 っ て い る
｡
61 篇(10 6 r

､ 図 4 ) で は
､ 貧者 に

施 す高徳の夫婦と糞沢 に おぼれる金持ちが､ 現 世と死後の 運

命で対 比さ れて い る ｡
1 0 - 1 1 節に歌われ る審判 を典拠と し､

｢悪 しき金持ち と貧者ラ ザ ロ の 誓え｣ に 図像的源泉が求め ら

れ る だろ う
｡

7 9 篇(1 4 2 v) の 骸骨の運 搬は ､ 通常の 聖人 伝図

像の レ パ ー トリ ー として は謎が多い
｡

4
.

- 典礼は ､ 章句に こ だわ らず､ 儀式や説教な どの 場面

をあて て い る ｡
4 - 定型表現 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン とも考えら

れ るが
､ 説教や告解な ど信仰の 実践 が選択された背後 に は

､

詩篇の メ ッ セ ー

ジ を実生活に 生か す鍵 として 印象づ ける意 図

も 想定で きる｡ 6 6 篇(113 r) の 苦行者 は ､ 先 に挙げた61 篇の

徳行や88 篇 の ｢美徳の 7 つ の行 い ｣ (1 5 6 v) とあわ せ て
, 中

世後期の宗教実践 と美術の かか わりを探る手 がか りに なる だ

ろう
｡

旧約主題と新約主題は､ ひ とつ の 章句に 2
,
･3 場面が対応

す る傾向が強 い の で ､ 上 の 表で は 実数が把握 しづ らv ゝ
22

o
た

とえ ば 67 篇(f . 1 1 3 r
､ 図 5) で は戦場 で 立 ち は だか る モ

ー

セ

が キリ ス トの 楳刑の 予型 をな し
､ 冥府降下お よ び昇 天 と組み

合わされ て い る
｡

この 場合､ モ
ー セ は特定の 節に基 づかず､

新約主題も 7 節
｢囚人 を解きて｣ ,

1 9 節 ｢高き と こ ろ に昇 り

人 々 を虜に し｣ と照応す るが
､

むしろ受難から復活に い た る

新約の 経緯が全体を支配して い る
｡

旧約と新約の主題が混在 した挿絵や､ 物語の 連続性が唐突

に 中断され る事例が少なくな い が､ 説話的な主題の 重複は 見

られ ない
｡ 従っ て 主題選 択が､ 挿絵群全体を見通しなが らな

されて い る と考えられ るo
U に端を発す る

-

詩篇
-

挿紛の 見

出 し形式 は
､

1 4 世 紀 カ タロ ニ ア で はか なり変更を加 えられな

がらも継承 され て い る｡ 微密なリテ ラ リス ム は後退 したが
､

必要 な要 素を自在 に組み 合わ せ る構造と
､

モ テ ィ
ー

フ をテ ク

ス トに 呼応 させ る仕掛 けは 保持されて い る｡

(4) サ ン ク ト ･ ガ レン 『黄金詩篇』

9 世紀後半に ザ ン ク ト ･ ガ レ ン 修道院 で 制作された黄金 詩

篇 (P s a l t e r i u m a u r e u 臥 以下P s . A) に は ､
1 2 点 の 見出し挿

絵が措 か れて い る
｡

1 9 8 7 年 に発 表され た エ ッ グ ン ベ ル ガ
ー

の

モ ノ ラ フ が､
は じめ て こ の 作品の 全 体像を明 らか に

~
した23

｡

挿絵は ダ ヴイ デ伝か ら選 ばれ て お り, そ の 典拠 は 主 に詩篇め

標題で あ る
24

｡
エ ツ ゲ ン ベ ル ガ

ー

は U
､

S 及 び ピザ ン テ ィ ン

余白挿絵詩篇と比較した上で ､ 1 2 点の 挿絵が審判者ダ ヴイ デ

(1 7 篇) に 続い て
､

Ⅰ . 典礼,
ⅠⅠ . 逃走､

ⅢⅠ. 戦闘と勝利､
の 順

に並 ぶ
一

貫 したサイ クル と考え
,

タイ ポロ ジカ ル に Ⅰ . キ リ

ス トの 受肉
､

ⅠⅠ . 受難､ ⅠⅠⅠ. 終末に 対応す る と見 な して い る
｡

そして ダ ヴイ デ中心 の この サイ クル の 意 図 は, カロ リ ン グ朝

の美術 に 広く 見られ る ｢新しきダ ヴイ デ｣ 即ち皇帝の 礼讃に

ほ かな らな い と指摘して い る
2 5

｡ 主題の 選 択が S や U よ りも

ビザ ン テ ィ ン余白挿絵詩篇に近 い の は
､ 両者が詩篇標題に基

づく ダ ヴイ デ伝場面を多く含んで い る からで あろう
｡

しかし

標題 は ク ロ ノ ロ ジカル な
一

貫性 を持た な い の で , P s . A は 明

らか な編集方針で 必 要な主題を選 んで い る の で あ ろう
26

. 最

後の 挿絵は単なる形象イ キ シ ヤ ル とも見 な し得るの で
､

エ ツ

ゲ ン ベ ル ガ ー

の 解釈に は 若干強引な点が認やら れるが
､

U や

S とは 異 な っ たテ ク ス チ ェ ア ル な詩篇挿絵の シ ス テ ム を呈 示

した点 を評価した い
｡

P s . A の絵画化モ ー ドを他 の 見出し挿絵と比較す る と､ 標

題に基 づく 旧約主題が圧 倒的に 多しゝ
o

この こ とから逆に
､

U

を古まじ め とす る見出し挿絵が詩篇標題に 着目 して い ない 傾向

が明らか に なる｡ テ クス トの絵画化 と 一 言で 述 べ がち で あ る

が
､ 実際に は標題が本文の 背景を定め

､ 旧約の歴史に その座

標を確保す る
｡

つ まり標題を視野 に入 れた絵画化は
､ 旧約､

特に ダヴ イ デの 波乱に み ちた生涯を フ ラ ッ シ ュ バ ッ クさせ る｡

U で は 詩篇作者が 旧約の ダヴ イ デ王 とは 別の , より普遍 的な

主 人公 として 描出さ れて お り､
P s . A と は 明 らか に 対照的で

あ る
.

し申ゝしB N8 8 4 6 後半熟ま
､

5 6 篇や5 8 篇に ダ ヴイ デ の逃

走 を選 んだ点 がP s . A と共通 して い る
｡

なお 詩篇の 主人 公 の

設定は ､ 図像の 伝統よりも むしろ詩篇テ ク ス トが 引き 出すイ

メ ー ジ の性格に応 じて 選 ばれ る｡

P s . A の1 7 篇(p . 3 9
､ 図 6) は

,
ダ ゲイ デ を審判 者とし て 措

き
､

1 節
｢主が 己をその す べ て の 敵の 手よ り､ またサ ウル の

手よ り救い 給 い し日｣ ,
1 7 節 ｢高き とこ ろよ り御手 をさ し の

い と つ よ

べ ｣ ､
1 8 節 ｢最強き敵と､ 我を憎む者共 とよ り､ 我 を救い 出

し給えり｣ を反映して
､ ダヴ イ デ の左 右に敵が倒れ､ 神の 手

が祝福を与 えて い る
｡

こ こ で は 章句の 文脈が
､ 連想を加味し

て 視覚化 されて い る｡

一 方U と コ ピ ー 群で は ､
こ れら の テ ク

ス トは絵画化され て い な い
｡

P s . A は 全挿絵の 主人公 をダヴ イ

デ に して い るが
､

テクス トと接近 した絵画化も行われて い る
｡

こ の よ うにP s . A は挿絵の 点数が限 られて い て も､ テ クス チ ュ

ア ル な詩篇挿絵と見なさ れる｡

見出し挿絵形式 の 絵画化の モ ー ドは
､

9 世紀か ら14 世紀の

時間的推移とともに 変化してV ゝる
｡

しか し各篇l 点 の 挿絵に

章句に基 づく複数のイ メ
ー ジ を組み合わせ る 方法が､ 原本の

複製 とは 異 な っ た形で 継承 され た事実を重視した い
｡ ダ ヴイ

デ の存在 が必要 に 応 じて 旧約の 王 から人類の 代表､ 或 い は キ

リス トそ の 人に重 ねられ､ 制作環境や受容者に あわせ たイ メ
ー

ジ を紡 ぎ出す｡
イ メ ー ジ相互の 響きあ い か ら､ 挿絵を見 る者

は章句の 織りなす意味に 思 い を馳 せ る｡ 各篇の 内容に 踏み込

み ､

一

房の ま とまり を視 覚的 に実現 す る｡ そして 見 出し挿絵

形式 の機能 を実現 させ る べ く, 言葉が 多様な モ
ー ドでイ メ

ー

ジ に 変換され て い る｡
IJ とその 系譜は

､
こ の 時性を実現 した

稀有な事例で あ る｡

- 1 0 6 -



テク ス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の イ メ ー ジ変換 をめ ぐる
一 考察

2 欄内挿絵

･ 西欧独 特の 欄内挿絵は, S と11 7 5 年頃 フ ィ レ ン ツ ェ か ロ ン

パ ル デ イ ア で 制作され た 『ラ テ ン 語 ハ ミ ル ト ン詩篇』 ( ベ ル

リ ン
,

K up f e r s ti c h k a b i n et 7 8 A 5 ､ 以下K SK 7 8 A 5)
27

が ,

は ば全篇 に挿絵入りセ ある｡
1 1 世紀ア ン グロ ･ サク ソ ン のBN

8 8 2 4 は ラテ ン 語と古英語の対 訳版詩篇で
､

ラ テ ン 語欄に 出来

た行間の余白を挿絵に充て て い る｡ しかし 7 篇､ 1 3 - 1 4 節

以 降､ 余白を親したま女挿絵 は見られ ない
28

. B N 8 82 4 挿絵全

13点は ､ U とモ テ ィ
ー

フ選択 に共通点が見出される (表5 ) 0

とこ ろが S とは 絵画化す る節の 選択に か なり隔た りが あ る
29

｡

B N 8 8 2 4 は11 世 紀半ば に おそらく カ ン タ ベ リ ー

で 制作さ れた｡

様式か ら U の 感化は 明白で
､ 対訳 に加 え､ 章句の視覚的 レ フ ァ

レ ン ス を備えた未完の 試みと評価で きる｡
つ まり当時､ イ ン

グラ ン ドで U の 絵画化の しくみ を理解し､ 応用する意欲があっ

た ことが認め ら~れ る｡

s とKS K 7 8 A 5 は 制作年代も制作地域も異な り､ 図像伝統

を共有して い るわ けで は な い
｡ 両者は 同 じ欄内挿絵形式で あ

るが, S が絵画化す る章句を
-

篇に複数選 んで い るの に対 し
､

K S K 7 8 A 5 は 原則 と して
-

篇
-

挿絵で あ る
｡ 表6 に ある よう

に
､

S は4 5 5 点の うち 2 - 文脈(1 0 7) と3 - 連想(93) が 旧約

(51) ､ 新約(31) を上回 り
, 章句の 言 い 回しが モ テ ィ

ー

フ に

反映され る歩度が高い
.

一

方KSK 7 8 A 5 の18 8 点の 大半は
､

4 -

表 5 B N 8 8 2 4 と ∪の 対照表

表 6 S とK S K 7 8 A 5 の絵画化 モ ー ド対照表

K S K K S K J
t o t a lK S K I K S K 2 K S K 3 K S K 4. K S K 5 A T N T K S K O

S 1 0 1 0 1 0 1 1 2 5 ? ?
岳2 0 3 2 3

_
0 4 0 9 5 1()7

S 3 0 2 2 1 0 5 4 7 9 ` 93

S 4 o o 二d 字
. _

0
...

0 4 3 4 40

S 5 O l - 0 1 0 L 4 1 7 3 8 0

S 6 0 0 0 !) 0 1 0 15 16

S S o u l 0 0 0 0 0 0 0 L 5 5

S A T o o
丁 ■

2
_

1 0 1 0
∴

4 7 5 1

s
-

N 士 0 0 0 0 0 0 9 2 2 ? 1

s b 2 1 5 1 0 ー 4 4 . -, 1 2 4 3 4 0 13 0

t o t al 3 .
p2 2 . 1 5 5 3 1 4 0 5 3

'

3 9 5 Ⅵ 58 2

- 1 0 7 -

定型(5 3) ､ 旧約 (40) , 新約(54) で あ り､ 章句そ の もq )よ り

も註解の フ ィ ル タ ー を通した主題選 択か ､ 内容をさ ほ ど反映

し ない 定 型表現 が好まれ て い る｡ そ して絵画化された 節が
､

s が選 びKSK 7 8 A 5 が選 ばなか っ たも の (3 9 5) ､ その 逆は1 30

と
､ 大 き なずれ が認め られ る . な おK S K 7 8 A 5 に は 擬人像と

魂の表現 は見 い だされ ない
｡

両写本の差 異 を見 る と､
2 - 文脈の 絵画化の 例で

､
4 4 篇1 0

節 ｢后は 金糸の 衣着て
､ 種々 の装飾 に包 まれ､ 汝の 右に 立ち

ぬ｣ に 対し S で は王 と女王 と大天 使ガ ブリ エ ル(f . 5 7 v
､ 図

7) ,
K S K 7 8 A 5 に は ダヴ イ デと エ ク レ シ ア とキリ ス トが措か

れ て い る(f . 4

1

1 v ､ 図 8 )
30

. 前者の ガ ブリ エ ル は 女王 が聖 母

で ある こ とを暗示す るが､ 明快で は な い
｡ 後者は

｢王と女王｣

を被昇天後の天 の 王 と女 王で あ る聖母 とキ リス ト に変換し､

章句を聖 母論的に解釈 した主題選択と言える だろ う
31

｡ 3 -

連想 を介在させ た絵画化で ､ 3 篇 7 節 ｢幾千の敵我 を囲む と

も｣ に対し､ S で は敵 に包 囲さ れて 眠る詩篇作者 ( f . 4 r) ､

＼

K S K 7 8 A 5 で は キT) ス トの復活に 対応して い る(f . 1 0 r) ｡ テ ク

ス トから の飛躍の 程度 ば甲乙つ けが たい が､ 既存の 図像を充

て るか どうかに 発想 の違 い が認め られ るだ ろ う｡
4 - 定型表

現 で は ､ 1 3 篇2 節
｢主 は 天よ り人 の子 を見回 し給えり｣ は

､

S( f . 1 5 r) で 悪人 たち を見 る天使 に呼応 して い るが
､

KS K 7 8 A

5( f ･

.
1 6 v) に は ｢嬰児虐殺｣ が措か れて い る

｡
5 - 比 愉の 絵

画化 は
,

S に 多様な事例が 認め られ るが ､ K S K 7 8 A に は 1 点

しか見い ださ れな い
｡ そしてS で 絵画化され た比倫7 3 件は

､

何の モ テ ィ
ー

フ とも呼応 して い な い
｡ 両者の テ クス ト へ の 態

度の 差異が
､ 端的に現 れて し) る

｡
6 - 擬人像と魂の表現 は､

前節で も見たよう に
､

1 1 世紀以降､ 絵画の レ パ ー トリ ー か ら

姿を消す｡ B N 8 8 4 6 の 寓意表現 が ､ 中世前半と後半の 変化 を

よく 示 して い るだ ろう｡
S の擬人像は

､ 必ず しも古典古代の

伝統に 忠実で は ない が
､

その痕跡 を有して い る
｡

しかし1 2 世

紀に な る と
､ 古代の痕跡す ら､ 薄れ て い た の だろ う
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｡

S とK S K 7 8 A 5 で は ､ 旧約主題が充て られる章句に か な り

ずれが ある｡ それ ぞれ重複 しな い 事例が全51 件中47 件､
K S K

7 8 A 5 は4 0 件中24 件で
､

ともに 旧約場面が措かれ て い るの は

10 5 篇6 節
｢
我ら は 我らの 父祖と 同じく 罪を犯 し｣ の みで あ

るo S(1 2 0 v) は 罪を告白す る人 々 ､ K S K 7 8 A ( f . 9 1 v) は 天使に

自分とイ ス ラ エ ル の 民の 罪 を示す ダ ニ エ ル に対 応して い る｡

表 7 が
一

覧した 9 点の 新約主題 は
､ 両者とも ほぼ 同じで あ

表 7 S とK S K 7 8 A 5 の 新約主題

S m o d e

のもとに送られる X Pl

エ ル サレム 入城

X Pt - 昇天

十字架 上の X PI

める兵士 たち

ア ナ スタシス
, P

E

る X Pt

の X PI

む ち打 ち場 面 ｡ 左右

の 刑吏が 罪人をI朝る

ペ テ ロ の 否 み 時 を

告 げる雄鶏
パ ン の か けらを ユ ダ

に 与え る X PI 最 後

の 晩餐

ピラトの 前 の キリスト

エ ル サレ ム入 城

2 人 の 男 に 昇天 する

キリストを示 すダ ゲィ

デ

刑 衣 の 分配

府 降下

○

ラトと偽証 人 の

X PJ

リストの 逮捕 ､

リス トの 逮捕 ､ 逃 け

る使 徒達

ダの 裏切りを使 様

に 予告するキリスト



る｡ 9 点中8 点は ､ 受難 に関連して お り､
たとえば26 篇12 節

｢そ は 偽証す る者 は我 に逆 ら い 立 ち｣
~

は ､ S で は カ ヤ パ と偽

証人 の 間の キ リス ト, K S K 7 8 A 5 で は ピ ラ ト と偽証人 の 間の

キ リ ス ト に対応して い る｡ 3 7 篇1 2 節 ｢わが傍らに ありし者も

はる か に立 ち ぬ｣ は
､

S で は ｢ ペ テ ロ の 否み｣ ､
K S K 7 8 A 5 で

は キリス トの逮 捕と使徒達 の逃 亡が描か れ て い る
｡

い ずれ の

章句も､ 通常は 新約と結び付けられ な い も の で
､ 他の テ ク ス

チ ュ ア ル な詩篇挿絵で は新約場面と呼応して い ない
｡

この 2

つ の 章句は
､ 福音書の 受難伝の 箇所 に 引用 され て い るの で

33

､

イ メ ー ジを決定させ たの で あろ う｡ しか しながら こ れら のイ

メ
ー

ジ が､ ビザ ン テ ィ ン 余白挿絵入り詩篇とは
一

致しな い こ

とも興 味を 引く｡ S とks K 7 8 A は 来歴や制作環境 に接点 は な

く､ 直接の 影響関係を想定して も無 意味で あろ う｡
ア ウ グス

テ イ ン は モ ノ グ ラ フの 最終章でKSK 7 8 A 挿絵の源 泉を
､

テ ク

ス チ ェ ア ル な詩篇挿絵の みならず,
イ タ リア を中心 と したモ

ニ ュ メ ン タル な絵画にも 求め て い る.
そして 章句右耳基 づく 主

題選 択が
､ 詩篇註解の 視覚化 を目的 と したと提唱 した

34

｡ 挿

絵に 付記 され た銘文が
､ 視覚的註解の 意味を把握す る手 がか

り となる
｡

S に も銘文を伴 う挿絵が あ っ たが ､ K S K 7 8 A 5 ほ

どシ ス テ マ テ イ ツ クで は な い
｡

欄内挿絵は 事例が少なく
.

､ ま たS の絵画化 は非常に ユ ､
ニ ー ク

なの で ､

一 般化して 比較す る の は か なり困難で あ る｡ しか し

なが らK SK 7 8 A 5 と重 なる部分が見出され､ 西欧 の テ ク ス チ ュ

ア ル な詩篇挿絵の 系譜がよ り有機的 に 呼応 して い る こ とが疲

認で きた
｡

3 余白挿絵

余白挿絵が 西欧中世の 詩篇挿絵の中で 占め る位置は
,

さ ほ

ど重要で は ない
｡

ビ ザ ン テ ィ ン の テ クス チ ュ ア ル な詩篇写本

が､ 余白挿絵形 式 を伝統的 に採用 して い る の と は対照 的で あ

る
35

｡
5 点 の 写 本が現 存する

｡
す なわ ち 『ヴ ェ ロ ー ナ詩篇』

( ヴ ェ ロ ー ナ
､

カ ピ ト ラ
-

レ 図書館, c od . 1
,

以下V e r o n a) ､

『オ ド ベ ル ト詩篇』 ( ブ 一 口 -

ニ ュ
･

シ ュ
ー ル ･

メ
ー ル 市立

図書館､ m s . 2 0
,

以下 0
-
d) ､

V R e g 1 2
､

『オ ドン ･ ダス テ ィ 詩

篇註解』 ( パ リ､ 国立 図書館､
m s . 1 at . 2 5 0 8

, 以下BN2 5 0 8) ､

そして
『マ ン ト ヴ ァ 詩篇』 ( マ ン ト ヴ ァ ､

コ ミ ュ ナ - レ 図書

館､
C . ⅠⅠⅠ. 2 0

, 以下M a n t o v a) で ある.

最古の 事例V e r olla は
､

7 世紀の ギ リ シ ャ 語 ･ ラ テ ン 語対

訳詩篇で ある
｡

1 1 点 の 挿絵は簡略 な素描で
､

テ ク ス トの 欄外

に措か れて い る
36

｡ 簡単な銘文 を伴う もの も ある が､ 様式は

稚拙で ､
ゴ ー ル ドシ ュ ミ ッ トの 記述以上 の解釈 は 困難 に思 わ

れ る｡ ま た他の 余白挿絵詩篇と対照 す る と､ 選 択した節に か

な りずれが あり､ O d やBN 2 50 8 と は全 く 一 致 しなか っ た ( 秦

8) ｡ 絵画化の モ ー ドの確定は ､ 語句(3) ､ 連想(2) ､ 比愉(3) ､

擬人像(1) ､ 旧約(2) と な っ て い る ｡ テ ク ス トの 言い 回し を

イ メ ー ジ に変換す る より は
､ 何ら かの チ ャ ン ネル で 関連 づ け

る傾向がか すか に認め られ るだろ う｡
~ 余白挿絵以外で は

､
U

の6 4 篇(f . 3 6 r) に
, 葡萄棚 (10 節) が 描 か れて い る以外 は､

共通 す る事例 は 見 られな い
｡

O d は99 9 年 に サ ン ･ ベ ル ク ン 修道院で 制作さ れ､
7 点 の

余白挿絵と28 点の 物語イ ニ シ ャ ル をそな え
,

カ ロ リン グ朝フ

ラ ン コ
･ サ ク ソ ン 派の伝統と同時代のイ ン グ ラ ン ドの影 響が

融合 して い る
. 余 白挿絵はVR e g 1 2 と の 類 似 関係 が既 に 指摘

され て い る
3 7

｡ 全 7 点 の 挿絵の モ ー ドは ､ 文脈(3) ､ 連想(1) ､

- 1 0 8 -

表 8 V e r o n a と他 の余 白挿絵詩 篇の 対照

P s . Ⅴ: fo lio V e r o n a o d oli V R e g

1 2

od e fわlio M a n t o V

a .

o d

53 8 1 3 0 r ヨ ハ ネの象
畠. -I

:

3 6 3 V 子 羊を抱

く言寄書作

看

2

5 8 4 1 4 1 r 本 に飛びつく

鹿

5

59 9 1 4 4 r L ユダのライ

オン

A T 4 4 V 修道士

胸像

4

60 7
,
8 1 4 6 r 人魚( 女 性) 6 68 V 創遺主/

キリストを

見るダヴ

イデ

4 4 5 r 俸道士

胸像

4

64 1 0 1 5 2 葡萄の木 ､ 孔

省. 掠欄 ､ オ

リ ー プ

1

7 7 6 8 20 7 r シオン □
9 1 1 3 4 1 男性半身像 5 6 8 V 不 明

142 4 5 8 歩く鳥､ 孔雀 5 1 0 1 不 明

1 42 8 5 9 葡萄唐草 ､ キ

リストの モノグ

ラム

3

a b a c . 9 1 V 孔雀 1

表 9 0 d と他 の余 白挿絵詩 篇の 対比

≡
-き‡=

;
-

-

-

-

l

l
-

:
- :

I

_

I

:
定型(3) に 分類され る

｡ 他の 余白挿絵詩篇と対照 する と､ モ

テ ィ
ー

フ選択がVR e g ′
1 2 と非常に近 い ( 表9 ) 0 1 2 篇4 節

｢ わ

が眼 を照ら し給え｣ は ､ O d(f . 1 0 v ､ 図9 ) もV r e g 1 2(f . 2 8 r
､

図1 0) ち , 坐す 詩篇作者o
i
顔を松明 で 照 らす キリス ト立像に

呼応し て い る｡
V r eg 1 2 の場合､ 炎が詩篇作者の 顔に 迫り､

燃や して い る か の よ うで ある｡
U(f . 7 r) で は

, 天上 の 神が地

上 に坐 す詩篇作者に 松明を向けて い た
｡ 装飾形式の差異 は あ

るも の の
､

O d とV R e g1 2 の絵画化方法 はU と似通 っ て い る
｡

.
V R e g 1 2 は

､
H 6 0 3 と 同じ カ ン タ ベ リ ー の ク ライ ス トチ ャ ー

チか
､

バ リ ー
･ セ ン ト ･ エ ドマ ン ズ修道院で11 世紀初頭に 制

作さ れた
3 B

o 挿絵 は
､

一

部 に色線 と淡彩を ほ ど こ した ペ ン 素

描で 描かれ､ U の 感化を伺わせ る軽妙な筆致で あ る
｡

全頁イ

ニ シ ャ ル の 金銀濃彩や挿絵にま れに 用い られ る金線 は､ こ の

写本が豪華本として 制作され た こと を裏づ ける｡ 1 998 年にW .

ノ エ ル がVR e g 1 2 とO d 及び U の 影響関係に つ い て ､ 新た な論

考を発表した｡
V R e g 1 2 とO d が U と共有する要素を確認し､

V R e g 1 2 をH 6 0 3 後半部と比較し て い る｡ そ してVR e g 1 2 がH 6 0 3

と共通するイ メ
ー ジ を参照し､ 余白挿絵入り 詩篇 プロ グラ ム

を構築した と推論し た
｡ 様式の類似に拠る こ れまで の 論考に

比 べ
､ 撤密な観察と多面的 な比較が大 い に 説得力を持つ

｡

4 5 点 の 挿絵 に 見 られ る絵画化の モ ー ドは ､ 文脈(1 5) ､ 連

悲(9) ､ 定型(8) ､ 比 喰(1) ､ 魂(4) ､ 旧約(2) ､ 新約(6) で あ

る｡ 余白挿絵は
､ 最も近 く に記 され た特定の 章句と対応 す る

の で
､ 複数の 節を反映 す る こ とは 殆どない

c 従 っ て
､ 挿絵と

テ ク ス トの 照応は簡潔で ､ 視覚的参照 に適 した形 式 と言える

だ ろう｡
V r e g 1 2 は ､ 旧約 ･ 新 約 図像や定型 表現 よ りも ､ 文

脈 に密 着 し た イ メ
ー

ジ を採用 す る傾 向 が 強 い
.

こ れ はH 60 3



テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の イ メ
ー

ジ変換をめ ぐる
一 考察

後半部やBN8 824 とも共通す る姿勢で あ る. ア ン グ ロ ･ サ ク

ソ ン に お ける U の 受容は豊 かな表現力を備えた線描様式に と

どま らな い こ とが 伺われ る
｡

8 2 篇14 節
｢
彼らを車輪の如 く,

風の前の 麦藁の如く なし給え｣ に基 づ く車輪に乗 っ た曲芸師

( f . 9 0 v
､ 図1 1) は

､
U や S に は絵画化され て い な い が

､ 面

喰の車輪の み ならず,
そ こ から連想 される ア ク ロ バ ッ トのイ

メ ー ジを援用して
､ 敵の失墜 を視覚的に 暗示 して い る

o

余白挿絵は､ 見 出し挿絵や欄内挿絵の よ うに複数のイ メ
ー

ジを呼応さ せ る こ とは 困 難で あ る ｡ しか しVR eg 1 2 は ､ 見開

き貢をまたが るモ テ ィ
ー

フ 配置によ っ て 挿絵相互 を関連づ け

て い る｡
7 篇13 節 ｢ 弓を 引き絞り｣ を反映す る悪魔(f . 2 4 v)

の放つ 矢は
､

2 5 r で 同15 節 ｢不義を産む｣ 女悪魔(f . 2 5 r 上部)

を射る
｡

6 5 篇1 2 節
｢ 火 の 中水の 中を通り｣ に よ る殉教場 面

(f . 7 1 v 下部) の 結末はf . 7 2 r 上部で 殉教者の 魂を受 け取 る天

上 の キリス ト ( 同節 ｢爽快な地｣) に よ っ て示 されて い る
39

｡

1 0 4 篇6 節 ｢ ア ブ ラ ハ ム の子 孫｣ と37 節 ｢部族｣ は
､

イ ス ラ

エ ル の1 2 部族の始祖が ア トリ ビ ュ
ー トと銘文を伴 っ て 並 ぶカ

タ ロ グ的表現 に対応 して い る(f . 1 0 9 r - 1 0 9 v)
40

｡ こ こ で は 詩

篇本文を離れ, 通常視覚化され ない 細部を備えたイ ス ラ エ ル

の12部族のイ メ
ー ジを写本に取り入れる何らかの必然性が あっ

たの だろう｡
こ の 発想 はU に は無縁で あり､ むしろ 『ク ル ド

フ詩篇』 ( モ ス ク ワ
, 歴史博物館､ g r e c . 1 2 9 D) をは じ め と

す る ビザン テ ィ ン 余白挿絵詩篇18 篇5 節に革づく1 2 使徒の 布

教場面 と相通じるも の があ る
41

｡
こ の よ うにVR e g 1 2 の 絵画化

は､ 新たな企画を積極的 に取り入 れて い る｡

∫

表1 0 V R e g 1 2 とV e r o n a ､ O d ､ B N 2 5 0 8 の 対照 泰

e r O O d 2 O d 3 O d 4 B N B N B N B N 0 sb O u o t a1

n a 2 4 A T N T to t . 1 e

V R 2 1 1 0 0 0 ･ 0 0 1 1 3 1 6 ■】 1 5

V R 3 0 2 0 0 0 0 O L 0 7 9 0 9

V R 4 1 0 1 1 0 0 0 1 4 8 0 8

Ⅴ~R 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 □ 0 1

V R

s o il1

0 0 0 0 0 0 1 0 3 4 0 4

V R

A T

0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 2 .

V R

N T

0 0 0
′

0 o■ 0 0 0 6 6 0 6

V R O 9 0 0 2 6 5
.

2 - 3 0 2 8 0 28

t ot a lI ll 3 1 3 6 5 4 5 3 5 ] 73 El月72

表10 で 比較 した詩篇写本は い ずれも 挿絵の 点数が少なく ､

絵画化の モ ー ドは二 既存の 図像 を援用す る傾向が伺われ る｡

V R eg 1 2 は 全 篇に 挿絵が施さ れて い る わ けで は な い が､ すで

に拍摘した創意工夫を用い て密度の高い 絵画化を目指して い

た と考えられる
｡

B N 2 5 0 8 は12 世紀に イ タ リア の フ ァ ル フ ァ修道院で 制作さ

れたオ ド ン ･ ダス テ イ (l l 世紀末) に よ る詩篇註解写本で あ

る
42

｡ 本文に施さ れた20 点の 挿絵は
､ 表10 に 示 したよ う に

､

文脈(6) ､ 定型(5) ､ 旧約(4) , 新約(5) に 分類で きる｡ 挿絵

は 対応す る章句の 左右余白に配置され て い る
｡

た だし冒頭の

･1 篇(f . 1 r) と 6 篇(f . 1 v) は ､
ペ ー

ジ 下部の 余白 を使 っ て い

る
｡

1 篇に は ベ ン チで語 る ペ テ ロ と パ ウ ロ と
､ 折れ た ベ ン チ

に 坐す髪 を逆 立て た異端者が果樹の 両側に描かれ
､

1 - 3 節

の 善悪の 対比 と比倫 を反 映 して い る
43

｡
u の 1 篇挿絵と直接

は 結びつ か ない が ､ 後述す るM a n t o v a と同じく か すか な影 響

を読み とる こ とが 出来 るだろ う｡
74 篇か ら87 篇まで 集 中的 に

1 点以上 の挿絵が 施さ れてし) る
.

7 6 篇か ら78 篇まで
､ 詩篇本

文 の 旧約主題を反映さ せ て
､ 紅海渡 渉 を中心 とす る

『出 エ ジ

- 1 09 -

プト記』 の エ ピ ソ
ー ドが 一

貫し て い る(f . 4 9 r
- 51 v)

44

. 最後

の 挿絵で あ る8 7 篇 6 - 12 節に 基づ く ｢冥府降下｣ (f . 5 5 v
､

図1 2) は ､ ト ウ
- ベ ー ル が 指摘し て い る よ う に

､
ロの 石 棺か

ら神に 呼びか ける詩篇作者(f . 5 1 r) や
､

ビザ ン テ ィ ン 余白挿

絵詩篇の ｢ ラ ザ ロ の 復活｣ 及び ｢
冥府降下｣ を想起 ざせ る

45

｡

8 7 篇7 節に 対 し､ S は
｢
襟刑｣ (f . 1 0 2 v) ､ 余白挿絵詩篇は キ

リ ス トの 埋葬 を充て て い る｡
B N 2 5 0 8 は ペ ー ジ左下の 鈎 の 手

に な っ た余白を利用 しで
､ 空 の石棺 ( 聖墳墓) の下 に

､ 十字

架冴を手に したキリ ス トが
､ 裸体の 童子型 の 魂を地 獄か ら救

出して い る｡ 魂の 匿名性が
､ 定型 的な図像と 一

線を画して い

る
｡

B N 2 5 0 8 の 挿絵 は､ 挿絵の 配置 に む らが ある が､ 既 に 試

みられ た詩篇の絵画化手法をも とに考案され たと推測で きる｡

M a n t o v a は ､
1 2 世紀初頭に ポ ー 川流域 の パ ドリ ロ ー ネ修道院

で 制作され た
46

.
t れ まで 取り上 げたも の と は様相を異 に し､

1 0 2 点 の挿絵の大 半は 章句の 註解が記さ れた プ ラカ
ー ドか バ

ナ ー を持っ た人物 (殆 どが修道士) で あ る
｡ 彼らは 欄外の グ

ロ ス の 記入枠として 措かれた に過 ぎず､ 彼ら自身は テ ク ス ト

を反映して い ない
｡ 全 身立像､ 胸像､ 宙を飛ぶ 半身像などの

ヴァ リ エ
ー

シ ョ ン が あるが､ その働き は す べ て 同じで ある｡

絵画化の モ ー ドを定型表現 としたが､ 他の 事例とか なり異質

で あると こ とわ っ て おく
｡

.
テク ス ト本文を反映するの は

､
1

篇から 4 篇(i . 7 v - 9 r) の擬人像表現(13) と比曝(1) ､ 旧約(3) ､

新約(3) で ある｡ 表11 でVR e g 1 2 と対照 したが､ 既 に述 べ たよ

う に大半の モ テ ィ
ー フ は テク ス トと呼応して い な い の で ､ そ

れ ぞれ の モ ー ドの傾向を概括す る 手がか りに 過 ぎな い
｡

表1 1 V R e g 1 2 とM a n t o v a 対照表

班 . 4 M . 5 M t . 6 M . A T M . N T 0 t o t al

V R 2 6 8 1 5

V R 3 9

V R 4 8

V R 5 1

V R s o u1 4

V R A T 2 ■

V R N T ¢■

V R O 60 0
.

7 8

8 2 1 1 3 3 3 2ー ー23

カ ー ル ･ ア ウ グス ト ･ ウ イ ル ス が1970年に 発表したM a n t o v a

冒頭部の 図嘩分析は
､

こ の 作例の特質 をよく とら えて い る
47

｡

す なわち 1 篇(f . 7 v
-

8 r) の 余白挿絵を詳細に 検討 し､ 7 v の

イ ニ シ ャ ル B の両側に坐 す女性像をそれぞれ
I

B e at u s
-

と
.

v i r
'

の 語源e t y Ⅲo l o g y の擬人像と同定し た｡ 8 r 左 の ア ザ ミ に 似た

樹木の 頂に は キ リス ト像メ ダイ ヨ ン が措か れ､ 単なる果実よ

りも3 節の比愉の意味を明示 して い る｡ 樹木の 根本に ｢文法｣ ､

右の 余白に
｢
論理学｣ とV i a

,
C a th e d r a

,
L e x

,
D i e s

,
N o x

,

C o n s c i l i u m
,

I t e r
,

P r i n c ep s と記され た バ ナ ー を持 つ 女性

像が措かれ て い る ( 図13) ｡ ウ イ ル ス は ､ 擬人像の 細部と バ

ナ ー の 銘文が､
カ ッ シ オ ドロ ス の 『詩篇註解』 と､

マ ル テ ィ

ア ヌ ス ･ カ ペ ラ に代表され る古典古代の 伝統に よ っ て解明さ

れる こ とを丹念に検証した
｡

また樹木表現 を
､

U とその コ ピ ー

の 系譜や ビザ ン テ ィ ン 余白挿絵詩篇と比較 した
48

｡ しか し な

がら3 篇以 降の 定型 的な モ テ ィ ー フ に つ い て の検討は
､

い ま

だに不十分で あ る｡ 旧約主題は 3 点ともカ ン テ イ ク ム 挿絵で ､

新約 は21 篇 ｢礎刑｣ (f . 1 9 v) がU やS と共通 す る｡

西欧 の 余白挿絵詩篇は ､ -V R e g 1 2 に代表され る11 世紀以 前

と
,
1 2 世 紀以 降で は大 きく 変貌す る よう に 思わ れ る｡ 前者 は

余 白挿絵形式 を柔軟に ア レ ン ジ して ､ 見 出 し挿絵 に 匹敵 す る



広がり を実現 して い る｡ しかし挿絵は基 本的 に テ ク ス トの 視

覚化で あり､ 付加情報を有する こ とば まれで あ っ た
｡

1 2 世紀

以降の 余白挿絵は
､

お そ らく グロ ス の 発展と軌を 一

に して
､

詩篇本文以外の テ ク ス トを レイ ア ウ トに 付与 する機能を強化

して い く
｡

4 物語イ ニ シ ャ ル

物語イ ニ シ ャ ル は
､ 西欧写本装飾全 般に広く 用 い られ

､ 詩

篇装飾の 領域で は
､

1 3 世紀以降､ 大半の 事例が こ の形 式を採

用 す るよ う に な っ た
49

｡ テ ク ス チ ュ ア ル な詩篇の 事例 は ､ 年

代順 に 9 世紀の
『

コ ル ビ ー 詩篇』 ( ア ミ ア ン
､ 市立図書館､

m s . 1 8
､ 以下Co rb i e)

50

､ 先頃で 取 り上 げた O d
､

1 1 世 紀中期

の 『ウ ェ ル デ ン 詩篇』 ( ベ ル リ ン
､
~ プ ロイ セ ン 国立 図書館､

班

s . 1 at . F o l . 3 5 8
, 以下W d) ､

1 2 世紀イ ン グ ラ ン ドのSt . A と

『ヨ
ー ク詩篇』 ( グ ラ ス ゴ ー

､ 大学附属 ハ ン タ ー 図書館､ M s

2 29 ､ 以下Y o r k) で ある｡ こ の うちS t . A は 全詩篇 に物語イ ニ

シ ャ ル が施 され て い るが､ 他の 事例に は､ テ クス トを反映 し

ない 装飾イ テ シ ヤ ル と､ 物語イ ニ シ ャ ル が共存 して い る｡
5.

点 の 写本に は
､ 直接の 影響関係は認 め ら れな い

｡ 部分的挿絵

が 施され るも の ゐぅ ち
､
C o rb i e とWd は

､
主 題が あ い ま い な

もの が目立 ち
､

ど こ まで テ ク ス トに 即して い る の か判断しに

く い
｡

一 方O d の 物語イ ニ シ ャ ル34 点 の う ち25 点 は 幼児 伝か

ら復活に至 る
一 貫し たキリス ト伝サイ ク ル を形成して い る｡

Y o r k は42 点の は ぼ半数が語句や定型表現 で あ る
｡ 本稿で は

,

S t . A と他の 事例を照 合し つ つ
､ 特にSt ･ A の 絵画化 モ

ー ドに

注 目 したい
｡

(I) 部分的に用い られ た物語イ ニ シ ャル

Co rb i e は1 4 8 点のイ ニ シ ャ ル の う ち
､ 語句(2) ､ 文脈(ll) ､

連想(1 8) ､ 定型(22) ､ 擬人 像(3) ､ 旧約(8) ､ 新約(5) ､ 装飾

(78) ､ 欠損(I) で ある
｡

全体の 半数以上 は 唐草や組紐､ 動物

な どの装飾イ ニ シ ャ ル で ある｡ テ ク ス トを反映 した事例の う

ち､ 連想 を介在させ た事例が 多い
｡ た とえば11･4 篇のイ ニ シ ャ

ルD(f
. 9 7 r

､ 図14) に は ､
2 人 の 天 使を伴 っ た キリ ス 十 の 足

下に脆く マ グタ ラ の マ リア が措かれ て い る
｡

1 1 節
｢主 を畏れ

るも の よ
､ 主 に よ り頼め｣ を初め とす る､ 主 へ の 帰依を歌う

章句から連想 され たモ テ ィ
ー

フで ､ 天 上的 なキリ ス ト表現か

ら
､ 新約の 羊 ピ ソ

- ドと 同定し にく い
｡ 旧約8 点の うち3 点

は カ ン テ イ ク ム の イ ニ シ ャ ル で あ る.
1 2 9 篇(f . 1 1 0 r) は 2 節

｢深 き淵より｣ を反映し で 匝物と ヨ ナがイ ニ シ ャ ル D を形 成

して い る｡
7 2 篇(f . 6 4 r) で 天使に 髪を掴ま れて 飛 行す る預言

者 は ハ バ クク を 思わ せ るが､ 対応する 章句は 見 い ださ
.
れ な

い
51

｡
c o rb i e の物語イ ニ シ ャ ル は ､ 銘文な ども なく テ クス ト

との 対応 が 把握 しに く い が
､ 本文 に対 す る意識 は 確認 で き る

｡

W d は
､ 語句(36) ､ 文脈(7) ､ 連想(1) ､ 定型(25) ､ 擬人像

(1) ､ 旧約(1) ､ 装飾(10 0) で あ る｡
1 9 7 9 年 に発表さ れた カ ー

ス ニ ッ ツ の モ ノ グ ラ フ は
､

4 4 点 の 物語イ ニ シ ャ ル をテ ク ス ト

と照合 し たが ､ 照応の 根拠が唆昧で あ る
52

｡ 特に Ⅰや 文字の

先端 に措かれ た建 築表現 を ｢教会｣ と見 なす の は
､ 根拠不 十

分 で は ない だ ろ うか ｡ 後半 部 の イ ニ シ ャ ル に は唐草文様を よ

じ登 る裸の 人物 が 登場 す る (1 3 5 篇､
f . 8 9 v

, 図1 5)
53

o
こ の

表現 を特定の 章句 の 視覚化 と考え る の は 困難で あ る｡ 表13 で

語句 の 絵画化とした 大半 は 塔型 の 建築表現 ､ 定型表現 の 大 部

分 は裸体人物で あ る｡
1 7 3 点の イ ニ シ ャ ル は 殆 ど 2 つ の パ タ ー

- 11 0 -

表1 2 C o r b i e とS t . A の 絵画化モ ー ド対照表

表1 3 W d とSt . A の絵画化 モ ー ド対照表

d X W d 1 W d 2 W d 3 W d 4 W d 6 A T d e c W d O t o t al

St . A X

S t A 2

S t A 3

S t .A 4

0 1 2

9 9

2 7

1 3

5 0 7 0 5 6

0 0 5 0 1 3

0

S t .A 5

S t .A 6

s o ul

A T

N T

S t .A O

0 0 9

2

2 3

9

8

2

0 L O

0 0 3

3 0

1 0

0

t o t al l 2 3 6 7 1 2 5 1 1 1 00 2 1 n l 94

ン と純粋 な装飾に 過 ぎなしゝ
.

C o r b i e に 見 られ た個々 のイ ニ

シ ャ ル の 工 夫は､ も はやWd か ら姿を消して い る｡

O d の 物語イ こ

㌣ヤ ル は､ 他の 事例と は異 な り, 各々 の イ

ニ シ ャ ル の 内容と詩篇本文は
､ 殆ど結び つ かな い

｡ 新約主題

の 物語イ ニ シ ャ ル の 半数は典礼上重要な詩篇で
､ 彩色 が施 さ

れ た大型 文字に ､ 主要な主題を措い て い る (10 9 篇､ f . 1 2 4 v
,
く

図1 6) ｡ しか し残りの 詩篇は 選択の 基準が唆味で
､ 文字も｣ →

さく モ ノ クロ ー ムで ある｡
3 4 点 のイ ニ シ ャ ル の 内訳は

､ 語句､

文脈､ 連 想､ 擬人像(各り､ 旧約(5) ､ 新約(25) で あ る
｡ 数

は少な い も の の 章句に密着し たイ ニ シ ャ ル が 措かれて い る こ

とに注意 を払う べ き で あろ う｡

19 8 8 年 に カ ー ス ニ ッ ツ は ､ O d の キリ ス ト伝物語イ ニ シ ャ

ル ゐ丹 念な図像分析を行 い
､ その 図像的源 泉をカロ リ ン グ朝

写 本 (e x .

『ド ロ ゴ の 典礼書』) や象牙浮彫 に確認し た
｡

ま

た各々 の 細部に は
､

オ ッ ト ー

朝 ライ ヒ ェ ナウ派との 共通点な

ど新しい 要素も認め ら れ る
54

｡ カ
ー

ス ニ ッ ツ は本来福音書に

基 づ く キリス ト伝サイ ク ル が詩篇に登場した の
/

は
､ 詩篇本を

f

手 に祈る人 に キ リス トの 生涯 を喚起さ せ る意図があ っ たと推

測 して い る
55

｡ 詩篇写本に扉絵な どの 形で キリス ト伝が加 わ っ

て い く背後に は
､ 典礼や個人 の祈り の場 に詩篇が活用 された

こ とは 否定で き ない
｡ ま た詩篇 末尾 の カ ン テ イ クム 挿絵に は

､

福音書抄本よりも
ー

足 早く
一

貫し たキリ ス ト伝サイ ク ル が 登

場 した
56

｡
しか しなが ら､ イ コ ン 的な画像 を前 にす る ならば

ともか く ､ テ ク ス ト の 中に散 らば っ た物語イ ニ シ ャ ル を辿 っ

て キリス トの生涯 に 思い をは せ るの は かなり困難 に 思われ る｡

さ らに O d が 比較的大 型で グ ロ ス の 欄をた っ ぷ りと備えた学

問研究用 の レ イ ア ウ トで あ る こ とを考慮す ると､ カ
ー

ス ニ ッ

ツ の 結論 に容 易 に 同意 す る こ と は 出 来な い で あろ う
57

｡
o d

の 物語イ ニ シ ャ ル は
､ 紀元10 0 0 年頃 に

一

貫した新約サイ ク ル

が 形成されて い く 文脈 ばか りで は なく､ 写本 の 構造 やグ ロ ス

と の 関わりに も目を配 っ て 更に検討す べ きで は な い だ ろ うか｡



テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の イ メ ー ジ変換をめ ぐる
∴ 考察

表1 4 0 d とS t .
A の 絵画化モ ー ド対照表

O d 1 0 d 2 0 d 3 0 d 6 A Ⅱ N T O d O t ot al

S t A X 0 0 0 0 0 1 1 2

S t A 2 1 0 0 1 5 12 8 0 9 9

St A 3 0 1- 0 0 0 4 22 2 7

S t A 4 0 0 0 0 0 1 12 1 3

S t A 5 0 0 0 0 0 3 6 9

S t A 6- 0 0 0 0 0 1 1 2

s o u l 0 0 0 0 0 . 1 2 2 2 3

St A A Ⅱ 0 0 0 0 0 0 9 9

S t . A N T 0 0 1 0 0 2 5 8

S t . A O 0 0. 0 , 0 0~ 0
.
0 0

t o t a l l 1 1 1 ト 5 25 1 58` 1 9 2

詩篇本の 典礼書化を担う新約主題と､
59 篇4 節 ｢大地｣ に基

づく テ ラ とオ ケア ノ ス の ような モ テ ィ ー フが共存して い る こ

とに注 意を促した い
｡

Y o r k は4 5 点の 挿絵が､ 語句(l l) ､ 文脈(2) ､ 連想(4) ､ 定

壁(ll) ち 比喰(1) ､ 擬人像(3) ､･ 旧約(2) ､ 新約(1) ､ 装飾(7) ､

欠損(1) に 分類で きる
5 8

｡ 旧約主題 は
,

2 6 篇 ( ダ ヴイ デ の 戴

冠 f . 4 6 r) も51 篇 ( サウル と ド エ グ､
f . 7 5 r) も

､
ダヴ イ デ

伝から取られて い る
｡ 新約は64 篇の 礎刑(∫. 8 6 v) の み で あ る

｡

4 1 篇(f . 6 6 r) に は鹿が措かれ､ 2 節
｢鹿 の水源 を慕う如く｣

を絵画化 して い る｡ S t . A 以 外の 物語イ ニ シャ ル 中､ 唯
一

の

比愉の 絵画化で ある｡
1 0 1 篇(f . 1 2 8 r

､ 図1 7) は
､ 唐草文に棲

みつ く ライ オ ン
､ 狼, 人面鳥と裸体人物か ら成り､ 装飾イ ニ

シ ャ ル 風で あ る
｡

しかしD 縦軸中央の キリス ト像メ ダイ ヨ ン

が ､ 披造物を見 守 っ て い る｡ Y o r k は ､ イ ニ シ ャ ル 総数は さ

ほ ど多く は ない が, 絵画化の モ ー ドに バ ラ エ テ ィ を持たせ て

い る｡

4 点の 部分的物語イ ニ シ ャ ル 入 り詩篇を概観する と､ テ ク

ス トの 絵画化が必 ずしも積極的に取り阻まれ るわ けで は な い

実体が浮かび上 が っ て きた｡ O d は 詩篇イ ニ シ ャ ル を典礼に

必要な新約主題を配置す る 入れ物として 活用した
｡

こ の発想

は
､

O d その もの の 用途 とは 必ずしも整合性がな い が
､

や が

て個人用祈祷書 へ と継承されて い く で あろ う
.

(2) S t . A の絵画化モ ー ド

St . A は全 詩篇 に物語イ ニ シ ャ ル が施さ れ､ 単なる装飾イ

ニ シ ャ ル は 見出され ない
｡

1 9 2 点のイ ニ シ ャ ル の 内容 は
､ 語

句(99) ､ 文脈(27) ､ 連想(1 3) ､ 比愉(9) , 擬人像(2) , 魂(23) ､

旧約( 9 ) ､ 新約(8) で あ る
59

｡ イ ニ シ ャ ル は 文字を枠に した

小場面で , 活気 に 満ち
_
f= 複数の 形姿像が文字の 内外に姿を現

す｡ 殆 どす べ て のイ ニ シ ャ ル に 詩篇作者 とキリス ト (秤) が

登場し､ 地上 と天 上の 対話が展開する
｡ 少々 大 げさとも思 え

る身振りや仕草が
､

U や S に 匹敵す る鏡舌さ を引き出して い

る｡ 文脈の 絵画化が圧倒的に 多い の も, 形姿像の さま ざまな

行動が述語を反映す るか らに 他ならない
｡

表1 5 Y o r k とS t A の絵画 化モ
ー ド対照 表

Y X Y 1 Y 2 Y 3 Y 4 Y 5 Y 6 A T N T d e c Y O t ot a l

St A X 0 1 2

S t A 2 9 9

S tA 3 2 7

S t .A 4 1 3

S t .A 5 9

S t .A 6 2

s o ul 2 3

A T 9

N T 8

S t .A O 0 0

t o t al ■】 10 2 4 ll 1 - 3 2 1 7 1 5 0 " 1 9 2

- 1 1 1 -

2 8 篇 3 節 ｢主 は 大水の 上 に い ま せり｣ (p . 12 3) は ､ 大海の

上空 か ら風を吹かせ る キ リス トに 対応して い る ｡ 38 琴2 節

｢
舌もて 罪 を犯さ ざらん ため に｣ (p .

1 4 7) で は ､ 詩篇作者が

自分の舌を示 して 念を押す と同時に
､ 別 の 手で 呼応す る章句

を示す｡ 体の 部位を示 す表現は
､

U の 詳細な絵画化 に しばし

ば登場した
｡

しかし章句を文字通 り参照させ る仕草 は､ 章句

と物理 的に 近 い 位置に ある物語イ ニ シ ャ ル に よ っ て の み可能

で ある｡

連想 の 介在した絵画化に は
､ 興 味深 い 表現が 多い

｡
6 7 篇22

節 ｢神は その 敵の
､ ､ 髪多き頭をう ち砕く｣ (p . 2 0 0 ､ 図18)

は
､ 連れ添う恋人達を空 から攻撃する キリス トに対応して い

る
｡ 罪を肉欲とした発想 と思わ れるが､ 剣で 喉元を刺し貫か

れ た男性 は､ 驚い て 空 を見上げて い るよ うだ｡ 定型 表現 の 大

半は章句を示 す詩篇作者で ある｡

比曝の 絵画化は ,
S やU などと比較しうる｡

82篇1 5 節
｢
森

を焼く火 の 如く｣ (p . 2 6 4) に対 し
､

キ リス トが燃 え る樹木 に

風を吹き付けて い る
｡

こ こ で は ､ Ⅴ. R e g 1 2 に あ っ た 車輪や倒

れる悪人 は 描か れて い な い
｡ 1 3 0 篇2 節 ｢乳 を絶ちし嬰児 が

その母 を慕うが如く｣ (p . 3 4 2) は
､ 子供 を抱く 母親に 呼応 し

て い る.
こ の章句は

､
S や U

,
H 6 0 3 に も絵画化されて い る

.

擬人像は 全 2 例 で
,
1 1 8 篇37 節 ｢空 しき こ と｣ (p . 3 1 5) を反映

して
､ 鷹狩りや賛沢 な衣装 をま と っ た女性が描かれて い る｡

『プシ コ マ キ ア』 挿絵の リ ュ ク シ ュ リア ( 賛沢) の 項 を想起

させ る
60

.

魂の 表現 は , 人塾, 鳥型の 他に繭に似た小型 の表現 があ る
｡

人型 の魂は 人 間と同様の行為を展開す る が
､

ス ケ ー

ル が 小さ

い の で
､ 微力さを印象づ ける｡ 鳥型の 或は ､ 翼を用 い て天 界

へ と上 昇す る可能性を示 す｡ 最も興味深 い 繭型 の タイ プとし

て ､ たと えば145 篇 ｢ わが魂よ､ 主 をほ め よ｣ は
､

口 の 中に

繭型 の魂の 入 っ た人物が紹介さ れて い る
｡ 筆者は既 に198 6 年

にH60 3 とSt . A の 魂表現 を比較した
6l

.

旧約
･

新約主題の うち､ カ ン テ イ ク ム のイ ニ シ ャ ル は歌 い

手の肖像と な っ て い る｡ 本文イ ニ シ ャ ル の 旧約主題 は､, 詩篇

の 章句に歌われた旧約の エ ピ ソ
ー ドで ある｡

7 7 篇27 節(p . 2 2 7)

に ｢鶏の 奇蹟｣ ､
1 1 3 篇 5 節(p . 3 0 4) に ｢ ヨ ル ダ ン 渡渉｣ ､

1 3 5

篇15 節(p . 3 4 8) に
｢
紅海渡渉｣ が描かれ て い る

｡
新約 は テ ク

ス トの 章句から連想 さ れ る主 題が選 ば れて い る･ . 9 篇1 8 節

｢悪しき人 は 陰府に 帰る べ し｣ (p . 8 4) と67 篇2 節 ｢願わく ば

神起き給え｣ (p . 1 9 8) は
､ 地獄 や神の復活が

, 章句から喚起

され て
,

い ずれも ｢ キリス トの冥府降下｣ に 対応して い る
｡

7 1 篇10 節 ｢タ ル シ シ 及び島々 の 王 たち は貢ぎを納め
､ 贈り物

を持 ち来 たら ん｣ (p . 2 1 0) は∴異邦 の 王 の 責納と解さ れ､

｢
マ ギの礼拝｣ が措かれ て い る｡ 1 0 1 篇2 節

｢主よ わが祈りを

聞き給え｣ (p . 2 7 0 ( 図19) は紋切り型 の 章句で ある が､ キリ

ス トが花咲く枝の 覗く門前 に飽き､ 右上 に現 れ た天 使が杯を

差 し出して祈 りに応 えて い る
｡

こ れ は
｢ ゲ ッ セ マ ネの 祈り｣

と考えられ､ 冒頭部の 扉絵(p . 3 9) と類似 して い る｡

以上
,
S t . A の物語イ ニ シ ャ ル を概観して ､ 他の 物語イ ニ シ ャ

ル 詩篇挿絵との 大 きな相違 点が 認め ら れ た
｡

す なわ ちS t . A

は ､ さ まざま な絵画化の モ
⊥ 下 を駆使 して , 詩篇の 章句をイ

メ ー ジ に 変換す るス タ ン ス が 際だ っ て お り,
･ 装飾形 式の違 い

は あ っ て も U や S と相通 じ るも の が 確認 さ れ る｡ 本稿でS t .

A の絵画化 モ ー ドに 踏み 込 む に は 至 らなか っ た が
､ 今後 の 検

討課題とした い ｡



5 ま とめ 言葉からイメ ー ジ ヘ の変換 詩篇挿

絵が担 っ たもの

以上､ 西 欧中世の テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の様相 を通観

して ､ 改め て 詩篇の 絵画化が時代や地域を超 えて取り組まれ

て きた こ とを実感した｡ 詩篇その もの は､ 八 大書や福音書の

よ うに 体系化され た物語で は ない
｡ 言 い 換えれば､ 制作動機

や 目的､ 伝える べ きメ ッ セ ー ジや 受容者に応じ て
, さま ざま

なヴ ァ リ エ
ー

シ ョ ン を備えうる
｡

たと えばOd の 物語イ ニ シ ャ

ル の よ うに
､ 個々 の 章句の 内容よりも典礼暦 を優先し たキリ

ス ト伝を展開す る場合も あ る｡ また標題や本文の章句か ら八

大書､ 列王 記の エ ピ ソ
ー ドを導く こ とも珍しく ない

｡ その反

面､ 既存の 物語体系とは全 くか け離れ たイ メ ー ジが､ 同時代

の 出来事や社会情勢を反映する ケ ー ス も見られ る ｡ そ して
､

も っ とも興 味深 い の は
､

さま ざまな方法 を講じ て
､ 言葉に 密

着したイ メ
ー ジを紡ぎ出す ｢ リテ ラリ ス ム｣ で ある｡ テ クス

チ ェ ア ル な詩篇挿絵の 中で リテ ラリス ム を発揮して い るの は ､

U に代表され る見 出挿絵 ( 全篇) ､ S ､
V r e g 1 2 ､ S t . A で あろ

う｡ そ の他の 事例は
､

テ クス トを絵画化す る言式み が徹底して

い なか っ たり､
テ ク ス トとイ メ ー ジの 対応 が 機械的で あ っ た

りする など､ テ クス トその も の をイ メ
ー

ジ に 変換す る意 図が

希薄で ある｡
こ れ まで は ､ 漠然と ｢

テク ス ト本文に 即 したイ

メ ー ジ｣ と見なされた事例の 間に は ､ さ ま ざま な違 い が存在

す る こ とが確認で きた
｡

見出し式挿絵は
､

テ クス ト本文に 密着す る意志を中世後期

まで 保持したが, その モ
ー ドは ,既存の 図像を活用

r

して ､ 詳 細

な文脈か ら は距離を置く よう に な る｡ 欄内挿絵で 比倫テ クス

トを巧 み に絵画化し たS の モ ー ドは ､
K S K 7 8 A で は視覚的レ

フ ァ レ ン ス と して機能して い る
｡ 時代が下が ると

､ 用途や目

的が明快に な っ たと考えられ る
｡ 余白挿絵は

, 西 欧の 装飾シ

ス テ ム として は発展しなか っ たが､ 章句の 言い 回し にイ メ
ー

ジ を直結させ る は た らきに
､ 特に11 世紀の 写本画家 (及び考

案者) の関心が寄せ られた｡ そして 1 篇1 挿絵の物語イ ニ シ ャ

ル は
､

S t . A の よ うな興 味深 い 事例を生 み
､

1 3 世紀以 降の 装

飾 シス テ ム の 基礎 を形成し た
62
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マ ル ドを踏襲し､ 最近 の 成果 を取 り入 れて ない と指摘さ れ

- 11 2 -



テ クス チ ュ ア ル な詩篇挿絵の イ メ ー ジ変換をめ ぐ る
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M . B a ck h o u s e
,

D . H . T u r n e r & L . W eb s t e r . L o nd o n .

1 9 8 4 [e xh i b i t i o n L o n d o n
,

B ri t i sh M u s e u m] ,
n o . 5 9 ;

拙稿､

｢詩篇挿絵に現 れ たア ン グ ロ ･ サク ソ ン の 創造性
-

ハ ー レ ー 60 3 番研究 ( その
-

)
-

｣ ､

『名古屋 芸術大 学研究

紀要』､ 第10 巻
,
1 9 88

, p p . 2 2
-

4 0
,
N OE L

,
帆

,
Th e H a r l ey

P s a ) t e r
,
C a m b r i d g e

,
1 9 9 5 .

1 0 W O R M A L D 1 9 5 2 . p p . 2 9 - 3 2
,

4 4 - 4 5'
,

5 4 - 5 5
,

6 9 1 7 0
,

p l . 1 0 1 1 2
,

2 5 b
,

3 5 a ; D O D W E L L 1 9 5 4 . p p . 2 7 1 2 8
,

4 2 .

l l J A M E S M . R . ( e d . ) ,
T h e C a n t e r b u r y P s a l t e r

,
L o n d o n

,

1 93 5 ; K A U F M A N N
,
C . M .

, R o Rla n e S q u e M a n u s t r L

'

p t s I O66 -

1 a Xl. L o nd o n
,
1g 75 ( A S u r v e y o f M a n u s c r i p t s ll l u Ⅲi n a t ed

i n t h e B ri t i sh I s l e s 3) , n o . 6 8 ; E ng l )
'

s h R o m a n e sq u e

A T t 1 0 6 6- ] 2 0 0 . E d s . G . Z a r n e ck i
,

∫. Il o l t & T .

H o l l a nd . L o nd o n､ 1 9 8 4 [e x h i b i t i o n L o nd o n . H a y w a r d

G a l l e r y] ,
n o . 6 2 ; G I B S O N

,
M . ⅢES L O P

,
T . A . 良 P F A F F

,

K . W . ( e d s .) ,
T h e E a d w )

'

n e P s a l t e r . T e x t
,

I m a g e
,

～
a n d

M o n a s t )

'

c C u l l u r e )

'

n t w e ] f th - C e n t u r y C a n t e I
'

b u r y ,

L o n d o n
,
1 9 92 [M o d e r n H u m a ni ti e s R e s e a r c h A s s o c i a t i o n

1 4ト

12 H E I M A N N
,
A .

,
T h e L a st C o p y o f t h e U t r e ch t P s al t e r

,

Th e Y e a r 1 20 0 : S y mp o s )
'

u m
,

N e w Y o r k
,

1 9 7 5
, p p . 31 3-

32 8 ; M O R G A N
,
N .

,
E a r l y G o t h )

'

c M a n u s c r )
'

p t s
,

1 .

'

] 1 9 0-

]250 1 L o ヮd o n l 艶 【A S u r v ey o f M a n u s c r i p t s i l l u m i n at e d

i n t h e B r i t i s h l s l e s 4】,
n o . 1 ; D O D W E L L

,
C . R .

,
T h e

F i n al C o p y o f t h e U t r e c h t P s a l t e r a n d i t s R e l at i o n s h i p

w i t h t h e U t r e c h t a nd E ad w i n e P s a l t e r , S c r )

'

p t o r ]

'

u m

4 4
,

1 9 9 0
, p p . 21 - 5 3 ; S T I R N E M A N N

,
P . D .

,
P a r i s

,
B N .

M S . L at二88 4 6 an d th e E ad w i n e P s al t e r
,

G I B S O N et a l
,

1 9 9 2
, p p . 1 8 6- 1 9 2 .

1 3 挿絵の 内容 に 踏み込 んだ 研究は 以 下 を参照 ｡
H 6 0 3 ;

D U F F E Y
,

J . E . T h e I n v e n ti v e G r o up o f I l l us t r a t i o n s

i n t h e H a rl e y P s al t e r (B r i t i sh M u s e u m
,

M s . H a rl e y

00 3) ,
B e r k l e y ,

19 7 7 . 【u n p u b l i s h ed . D . P h i l . t h e s i s】,

U n i v e r s i t y o f C a l i f o rh i a
,

B e r k l e y】,
鼓 1 9 8 8 ､ B N

8 8 4 6 : 註4 の 文献t FR I E D M A N
,

M .

1
T h e A n g e l i c C r e a t

-
i o n

o f M a n
, C ah )

'

e r s a T Ch e
'

o l og ) q u e s 3 9 , 1 9 9 1 , p p . 791 9 4 .

1 4 D O D W E L L 1 9 54
, p p . 4 21 4 4 ; G I B S O N e t a 1 1 9 9 2

, p p . 4 3-

4 9 .

1 5 G I B S O N e t a l 1 9 9 2
, p p . 2 5- 4 2 .

1 6 E d の 画家の手 に つ い て ､ G I B S O N et a l -1 9 9 2
, p p . 4 3- 52 .

1 7 T S E L O S
,

D . T .
,

E n g l i sh M a n u s c ri p t I l l u mi n a ti o n

a n d t h e U t r e c h t P s a l t e r
,

T h e A r t B u l l e t )
'

n 4 1(1 9 5 9) ,

p p . 1 3 7- 1 4 9
.

1 8 D U F F E Y 1 9 7 7 ; H A S L E R
,

R .
,

Z u z w e i D a r s t e l l u n g e p

a u s d e r a l t e s t e n K o p i e d e s U t r e c h t- P s a l t e r s
,
B r i t i sh

L i b r a ry ,
C o d e x H at l e i a n u s 6 0 3

,
Z e )

'

t s ch r )
l

i t f u r

K u n s t g e s ch )
'

ch t e 4 4 ( 1 9 8 1) ,
･

p p . 3 1 7- 3 3 9 ; a 1 9 8 6
.

O P E N S H A W
,

K .
,

W e ap o ns i n t h e D a i l y B a t t l e . I m a g e s

o f th e C o n q u e s t o f E v i l i n th e E a r l y M e d i e v a l P s a l t e r
,

Th e A r t B u l l e t )

'

n 7 5 (1 9 9 3) , p p . 1 7 - 3 8 ; 鼓 ､

｢ テ ク ス

チ ュ ア ル な詩篇挿絵研究の現 在｣ ､

『名古屋芸術大 学研究紀

要』､ 第1 5 巻､
1 9 9 4

, p p . 4 5 - 6 2
､ 特にp p . 47 - 49

.

1 9 鼓 1988
, p p . 26 - 28

.

2 0 I)U F F E Y 1 9 7 7 ; I d e m
,

R o y al a nd M o n a s t i c I m a g e ry l n

t h e H a r l e y P s al t e r
, (A b s t r a c t of P ap e r g i v e n at

S e mi n a r o f t h e H i s t o r y o f tわe B o ok) ,
o x f o r d

,
J un e

1 9 9 3
.

21 鼓 1 9 9 7
.

22 鼓 1 9 9 7
､ p p . 3- 5

,
1 2- 1 4 .

23 St . G a l l e n
,
S ti f t sb i b l i o t h e k c o d . 2 2

, ､
E G G E N B E R G E R

,

C .
,

P s al t e r )
'

u m a u r e LLal S a n c t )
'

Ga l l )

'

. M )
'

t t e l a l t e r L

'

ch e

P s al t e r )
'

) 1 u s t I
･

a t )
I

o n )
'

m K l o )
'

s t e r St . G a ) L e n
,

S i g m a r l n g e n
,
1 9 g7; I d e m

,
D a s P s a l t e r b i l d a l s E x eg e s e

,

T e s t e )

'

m a g ) n e n el l
'

a l t o n e d )
'

o e v o
,

) 5 - 2 ] a p I
'

)
'

1 e

] 9 9 3
,

S e ( t )

'

m a n e d )

'

s t ud )

'

o s ul l
'

a l t o Ple d )

'

o e v o d el

c e n t r o )
'

t a ) )
'

a n o d )
'

s t u d )
I

s u l l
'

a ) t o n ed )
'

o e v o X L I
,

S p ol e t o ( 1 9 9 4) , t o m o . 2 , p p . 7 7 4- 8 0 0 .

2 4 見 出し挿絵の主題 は ,
P s . 1 7 : 審判者ダ ヴ イ デ(p . 3 9) ､

P s . 2 6 : ダヴ イ デの 受膏(p . 5 9) ､
P s . 28 : 契約 の億 の エ ル

サ レ ム 帰還(p . 6 3) ･ 至聖 所の建設( p . 64) ､
P s . 29 : 至聖

所の 献堂式(p . 66) ､

′

p s . 3 3 : ア ヒ メ レ ク の 前で 狂気 を装う

ダヴ イ デ(p . 7 5) ､
P s . 51 : サウル とドエ グ(p . 1 2 2) ､

P s . 5 6 :

荒野で サ ウ ル か ら逃 れ る ダ ヴ イ デ(p . 1 3 2) ,
P s . 5 8 : ミ カ

ル の 助けで 脱出す る ダ ヴイ デ(p . 1 3 6) ､
P s . 5 9 : ダ ヴ イ デ

と ヨ ア ブ(p . 1 3 9) ･ ヨ ア ブの 軍勢の 出陣(p . 1 4 0) ･ シ リ ア

征服(p . 1 4 1) ､ P s , 6 2 : ユ ダの 荒野 の ダヴ イ デ(p . 1 4 7) ,
P s .

6 4 : エ レ ミ ア と エ ゼ キ ュ ル (p ･ 15 0) ､ P s ･ 6 8 : ダ ヴ イ デ

(イ ニ シ ャ ル
, p . 1 6 0) ｡ 写本冒頭に ダヴ イ デ と楽士(p . 2)

ヒ エ ロ ニ ム ス(p . 1 4) の扉絵が ある
｡

2 5 E GG E N B E R G E R 1 9 8 7
, p p . 1 6 8- 1 7 7 .

2 6 P s . 2 8 と29 の 契約の 橿と至 聖所 建設の 3 場面 は ､ 他 の

詩篇挿絵に は見 られず, ザ ン ク ト ･ ガ レ ン 修道院造営■と結

び つ く表現 と考 えち れ る. 尚､
P s . A と同 時期 に 制作され

た フ ォ ル ヒ ア ル ト詩篇 に も億 の 帰還 が措 か れ て い る
｡

E G G E N B E R G E R
,

1 9 8 7 . p p . 84 - -

9 8
,

1 7 6
,

a b b . 2 2 .

2 7 A U G U ST Y N
,

W .

,
D e T L a t e n )

'

s ch e H a m )

'

1 t o n - P s al t e r ]

'

m

B e r l )
'

n e T K up f e r s t )
'

ch k a b )
'

n e t t ( 7 8 A 5) , Sp o l i a

B e r o l i n e n s i a
,

B e r l i n e r B e i t r ag e z ur M ed i a v i s t i k 9
,

Ⅲi l d e s h e i 皿
,

1 9 9 6 .

2 8 T E M P L E
,

1 9 7 6 . n o . 8 3 ; OII L G R E N
,

T . H .
,

A n g ] o - S a x o n

T e x t u a ) I l l u s t r a t L

'

o n . K a l a m a z o o 1 99 2
, p p . 2

-

3
,

5 0 1

5 2 ; p l . 4 ; M )

'

s e e n p a g e
, p p . 3 5 4 -

3 5 5 .

2 9 S と共 通 す る挿絵 : 4 篇6 節 ( 祭壇 に供 犠) ､ 7 篇3 節

( ライ オ ン) o
c f . K S K

.
78 A 5 : 4 篇6 節 ( 神殿 の 祭壇 を建て

る ダヴ イ デ) ､
7 篇13 節 ( キリス トに祈 る ダヴ イ デ) 0

3 0 AロGU S T Y N 1 9 9 6
, p p . 1 5 7- 1 6 5

, p l . 5 2 .

､

3 1 聖母 の 勝利図図像 にらいて , 拙稿,

｢
マ リア

･ レギ ナか

らキリス トの花嫁 へ
一

西 欧中世に お ける聖 母 の勝利図像に

つ い て
-

｣ ､ 田中 雅
一

編､

『女神
一

聖 と性の 人類学』､

平凡社 ( 共著) ､ 1 9 9 8 ､ p p . 2 5 9 ｢ - 2 9 8 .

3 2 S の 比愉表現 と擬人像､ 魂に つ い て
､ 鼓 19 9 0 を参照｡

3 3 2 6 篇1 2 節 : マ ル コ 14 章57 節 ( キリス トの 裁判 に 偽証者) ､

3 7 篇1 2 節 : ル カ23 章4 9 節 ( イ エ ス の 死 を見守 っ た人 )々 ,

マ タ イ26 章5 6 節 ( 使徒の逃 走) 0
J E A N- N E S M Y

,
C .

,
ed . L a

T r a d )

'

t )

'

o n m e
'

d )

'

t e ) e P s a u t )

'

e r ch T e
'

t )

l

e n
,
S a i n t- C e n e r e

,

1 9 7 3
, p p . 1 1 9- 1 2 2

,
1 6 0

-

1 6 2 .

- 1 1 3 -



3 4 A U G S T Y N 1 9 9 6
, p p . 30 4- 3 2 1 .

3 5 ビザ ン テ ィ ン の 余白挿絵詩篇に つ い て､ 辻佐保子 ､

｢ 『地

獄 の 扉』 の 破砕と 『天 の扉』 の 開放一詩篇2 3 篇7 - 1 0 節と

詩篇117 篇1 9 - 2 0 節 -

｣ ､

『ビザ ン ティ ン 美術 の 表象世界』､

岩波書店､
1 9 9 3

､ p p . 2 2 7
-

2 8 3
､ 特にpp . 2 8 1- 2 8 2

, 鼓

19 9 4
､ p p . 4 5- 4 6

.

諮 G O L D SCH M I D T
,
A .

,
D i e 云It e s t e n P s a l t e ri l l u s t r at i o n e n

,

R e p e r t o r )

r

u m fLi r K u n s t w L

'

s占e n s ch a f [ 23 (1 9 0 0) , p p . 2 6 5-

27 3 .

3 7 L E R O QU A I S 1 9 4 0- 4 l
,

n o . 7 6
, p l s . 1 5- 1 7 ; H A R R I S

,
R .

,

T h e M a r g i n a l D r a w l n g S O f t h e B u r y St . E d m u nd s P s a l t e r

( R o m e
,

V a t i c a n L i b r a r y M s . R e s . 1 a t . 1 2) . P r i n c e t o n

1 9 6 0 【u n p u b l i s h ed . D . P h i l . t h e s i s】, p p . I l o- 1 1 9
,

1 8 3- 1 9 6 ; U t r e cb t 1 9 9 6
,

n o . 3 1 .

3 8 T E M P L E 1 9 7 6
,

no . 8 4 ; O H L G R E N 1 9 9 2
, p p . 2 - 3

,
4 1- 5 2 ;

ⅣOE L
,

W . G .
,

T h e L o s t C a n t e r b u r y P r o t o t y p e o f ､ t h e

e l e v e nt h C e nt u r y B u r y S L
,
E d m u u n d

'

s P s al t e r
,
B r ]

'

t )

'

s h

A r ch a e o l o g l C al A s s o c i a ti o n c o n f e r e n c e t r a n s a ct i o n s .

B u ry S t . E d m u nd s . E d . A . G r a n s d e n , 1 9 9 8 , p p ･ 1 6 1-

1 7 1
, p l s . ) ⅨⅩⅤ-ⅩL .

3 9 0 HL G R E町19 9 2
, p l . 3 . 4

,
5

,
2 4

,
2 5

,
3 2

,
3 3 ( 7 8 篇 : 壁

児虐殺､
ス テ パ ノ の殉教) 0

4 0 0 H L G R EN 1 99 2
, p l . 3 . 4 3

,
4 4 . ア ト リ ビ ュ

ー トは マ ン ド

ラ ゴ ラ ( ル ベ ン) ､ 槍と盾 ( シ メ オ ン) ､ 契約の聴 ( レ ヴイ) ､

ライ オ ン ( ユ ダ) ､
ロ バ ( イ シ ュ ヤ ボテ) ､ ボ ー ト ( ザ ブル

ン) ､ 鹿 ( ナフ グリ) ､ 雌ライ オ ン ( ガ ド) ､ 牛 ( ヨ セ フ) ､

狼 ( ベ ニ ヤ ミ ン) ､ 蛇 ( ダ ン) ､ 器 ( ア シ ェ ル) で ある
｡

4 1 T S P s . 1 8 . クル ドフ詩篇 : S C E P K I N A
,
M . Ⅴ.

,
M ]

-

n )

'

a tj u I
-

y

K h l u d o v s k o )
'

P s al t )

'

r )

'

. M o s c o w 1 9 7 7 , テ オ ド ル 詩篇 :

DE R N E R S E S S I A N
,

S .
,

L
r

)

'

l l u s t r a t )

'

o n d e s p s a u t)
'

e r s

g r e c s d u M o y e n A g e I I . L o r o d r e s A d d ･ 1 9 ･ 3 5 2
,

【Bi b l i o t hらq u e d e s C ah i e r s a r ch 6 ol o g i q u e s 5】,
P a ri s

,

19 7 0
,

f i g . 3 4- 3 5 .

4 2 T O U B E R T
,

H .
,

C o n t ri b u ti o n a l
f

i c o n o g r ap h i e d e s

P s a ut i e r s
′

L e c o m m e nt a i r e d e s p s a u me s d
t

O d o n d
-

A s t i
,

i 1 1 us t r6
t

a l
l

A b b ay e d e F a r f a
,

M e
'

1 a n g e s d e l
r

E c ol e

f r a n ? a l
'

s e d e R o m e 8 8 ( 1 9 7 6) , p p ･ 5 8 1-61 9 ; A V R I L
,

F ･

& Z A L U S K A
,

Y .
,

M a n u s c r )
'

t s e nl u m )

'

n e
'

s d
'

o r ) g ] n e

L

'

t al l

'

e n n e 1 V I e - X I I e s ]

'

b cl e s , P a r i s ,
1 9 8 0 . p p . 3 2-

3 3
,

n o . 5 7 .

4 3 T OU B E R T 1 9 7 6
, p p . 5 8 31 5 8 6

,
f i g . 3-4 . ト ウ

- ベ ー

ル は

･異端者の衣 が風に翻 っ て い る細部に 4 節をも読み と っ て い

る
｡

4 4 T OUB E R T 1 9 7 6
, p p . 6 0 3

-

6 1 0
,

f i g . 8- 1 2
,

4 5 T O U B E R T 1 9 7 6
, p p . 6 1 6- 61 8

,
fi g . 1 9 ; K A R T Z O N I S

,
A ･ D ･

,

A n a s t a s )

'

s : T h e M a k )

'

n g o f a n I m a g e
,
P r i n c e t o n

,
1 9 8 6

,

p p . 1 26- 1 4 0 , p l . 4 5
,

4 6 ; T . S . P s ･ 8 7 ･

4 6 W I R T H
,
K : A .

,
N o t e s o n S o m e D i d a c t i c I l l u s t r a t i o n s

i n t h e M a r g l n S O f a t w e l f t h - C e n t u r y P s a l t e r
,

J o u r n a l

o f th e
_
W a r b u r g a n d C o u t a u l d I n s t ]

'

t ut e s 3 3 (1 9 7 0) ,

p p . 2 0 - 4 0 ; Q U I N T A V A L L E , A r t u r o C a r l o ,
W ]

'

1 )

'

g e l m o e

M a t )

'

1 d e : 1
r

o f f l c L

'

n a r o m a n L

'

c a . M i l a n : E l e c t a . 1 9 9 1
,

p p . 5 7 3- 5 8 2 , n o . 1 0 9 .

4 7 W I R T H 1 9 7 0
, p p . 2 4- 2 8 . p l . 7- 9 .

4 8 W I R T H 1 9 7 0 , p p . 2 8- 3 2
, p l . 1 0- l l .

4 9 H A S A L O F F 1 9 3 8
, p p . 1- 7 ; P Ac H T

,
0 .

,
B u c h m a l e r e )

'

d e s

M ]

'

t t e l a l t e r s
,
M 血ch e n

,
1 脱

, p p . 4 5
1

9 5 ; JA K O B- M I R W A N D
,

C . ; T e x t - B u ch s ta b e - B ]

'

1 d . S t u d )

'

e n z u r h ]

'

s t o r ]

'

s j e I
-

t e n

l n )

'

t L

'

a l e ]

'

m 8 u nd 9 J ah r h u n d e r t
,

B e r l i n
,

1 99 8
, p p .

1 ト2 6 (物語イ ニ シ ャ ル 研究史) 0
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図 1
『エ ドウィ ン詩編』 3 篇 ( 千
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図 3 『ハ
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′
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1 1 5
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図 2 『ユ ト レヒ ト詩編』 1 2 7 篇 ( f
.
7 3 v )
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図4 『パ リ､ ラ テ ン語8 8 4 6 番』 61 篇 ( f . 1 0 6 ｢ )

図 6 『ザ ン クト
.

･ ガ レン 黄金詩編』 1 7 篇 ( p . 3 9 )



図 7 『シ ュ トウ ツ トガル ト詩編』 4 4 篇1 0 節 ( f
.
5 7 v )

図9 『オドベ ル ト詩編』

1 2 篇 4 節 (千 .
1 0 v )

図 8 『ラテ ン 語ハ ミ ル トン詩 編』 4 4 篇1 0 節 ( f
.
4 1 v )

図1 0 『バ リ
ー

詩編』

1 2 篇 4 筋 ( 千
.
2 8 v )
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8 2 篇 4 節 ( f . 9 0 v )
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図1 5 『ウ ェ ル デ ン 詩編』 1 3 5 篇 ( f
. 8 9 v )
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